資料３
基本方針１　自立につながる「生きる力」の育成


	事業名
	１-①②　教材等支援事業費（小・中学校）
	所管課
	教育総務課

	ＰＬＡＮ（計画）
	事業概要
	教材・教具消耗品や実習材料等の購入費の一部を公費で負担することにより、保護者の経済的負担の軽減を図ります。

	ＤＯ（実行）
	令和７年度取組実績

	
	【小学校】消耗品費　24,842千円
　　　　　※児童一人当たり補助額2,513円
【中学校】消耗品費　14,449千円
　　　　　※生徒一人当たり補助額2,700円

	ＣＨＥＣＫ（評価）
	事業指標①
	Ｒ６
	Ｒ７
	Ｒ８

	
	【小学校】保護者負担軽減割合(%)
	目標
	20
	20
	20

	
	
	実績
	17.9
	   19.5
	

	
	
	達成率(%)
	90
	    98
	

	
	
	達成状況
	Ａ
	Ａ
	

	
	事業指標②
	Ｒ６
	Ｒ７
	Ｒ８

	
	【中学校】保護者負担軽減割合(%)
	目標
	20
	20
	20

	
	
	実績
	20.5
	21.9
	

	
	
	達成率(%)
	103
	110
	

	
	
	達成状況
	Ａ
	Ａ
	

	
	成果と課題

	
	保護者が負担する教材・教具費のうち、小学校において19.5％、中学校において21.9％を公費負担しました。
　小学校においては、補助教材の種類が多岐にわたることや物価高騰の影響を受け、目標値を達成することができませんでした。

	
	委員からの意見

	
	

	ＡＣＴ（改善）
	今後の取組

	
	







	事業名
	１-③　学校給食食育推進事業費
	所管課
	学校給食課

	ＰＬＡＮ（計画）
	事業概要
	食に関する指導の教材として、地域で収穫される農産物を学校給食の食材として用いることにより、地域の食や食文化について理解を深めるとともに、生産者や食べ物への感謝の心を育みます。

	ＤＯ（実行）
	令和７年度取組実績

	
	学校給食への地場農産物の導入について、月５回の目標で実施しました。

	ＣＨＥＣＫ（評価）
	事業指標①
	Ｒ６
	Ｒ７
	Ｒ８

	
	地場農産物の導入回数（回）
	目標
	33
	33
	33

	
	
	実績
	55
	64
	

	
	
	達成率(%)
	167
	181
	

	
	
	達成状況
	Ａ
	Ａ
	

	
	事業指標②
	Ｒ６
	Ｒ７
	Ｒ８

	
	【小学校】
給食の残さ量（一人当たり）（kg）
	目標
	1.83
	1.73
	1.63

	
	
	実績
	2.30
	2.47
	

	
	
	達成率(%)
	80
	70
	

	
	
	達成状況
	Ｂ
	Ｂ
	

	
	事業指標③
	Ｒ６
	Ｒ７
	Ｒ８

	
	【中学校】
給食の残さ量（一人当たり）（kg）
	目標
	3.42
	3.32
	3.22

	
	
	実績
	2.55
	2.34
	

	
	
	達成率(%)
	134
	142
	

	
	
	達成状況
	Ａ
	Ａ
	

	
	成果と課題

	
	地場農産物を導入した給食を提供する「パクパクあつぎ産デー」を月平均5.4回実施するとともに、厚木市産米の学校給食への導入を月２回実施し、地域の食や食文化への理解を深める機会を提供することができました。
　小学校の残さ量については、前年度より増加しておりますが、こどもたちが苦手な食材やメニューも提供していく必要があるため、これまで以上に少しでも食べやすくなる工夫などに取り組んでまいります。

	
	委員からの意見

	
	

	ＡＣＴ（改善）
	今後の取組

	
	





	事業名
	１-④　英語教育推進事業費
	所管課
	教育指導課

	ＰＬＡＮ（計画）
	事業概要
	児童・生徒に国際理解の素地を培い、英語によるコミュニケーション能力を育む英語教育を推進するため、市立小・中学校に英語を母語とする外国語指導助手（ＡＬＴ)を配置します。

	ＤＯ（実行）
	令和７年度取組実績

	
	市立全小・中学校に、英語を母語とする、または、それと同等の英語力をもつＡＬＴを配置しました。
【配置人数】12人
【配置日数】2,003日：小学校1,279日、中学校724日

	ＣＨＥＣＫ（評価）
	事業指標①
	Ｒ６
	Ｒ７
	Ｒ８

	
	「英語の授業で学習したことは、将来社会に出たときに役に立つと思う」と答えた生徒の割合(%)
	目標
	100
	100
	100

	
	
	実績
	93.5
	95.4
	

	
	
	達成率(%)
	94
	　　95
	

	
	
	達成状況
	Ａ
	Ａ
	

	
	事業指標②
	Ｒ６
	Ｒ７
	Ｒ８

	
	「ＡＬＴとの授業は楽しい」と答えた児童の割合(%)
	目標
	100
	100
	100

	
	
	実績
	97.4
	96.5
	

	
	
	達成率(%)
	97
	97
	

	
	
	達成状況
	Ａ
	Ａ
	

	
	成果と課題

	
	児童の96.5％が「ＡＬＴとの授業が楽しい」と感じていることから、話すことを中心とした英語でのやり取りを意識した言語活動の充実が図れていることが分かります。
また、生徒の95.4％が英語の授業で学習したことの将来性を感じており、言語やその背景にある文化への理解も含め、英語教育の重要性を実感していることが分かります。
その一方で、「英語でコミュニケーションをとるのは楽しい」と回答した児童の割合が84.5％、生徒の割合が68.3％であることから、自分の思いや考えを英語で伝え合うことを楽しむ意識づくりが課題といえます。

	
	委員からの意見

	
	

	ＡＣＴ（改善）
	今後の取組

	
	





	事業名
	１-⑤　グローバル教育交流事業費
	所管課
	教育指導課

	ＰＬＡＮ（計画）
	事業概要
	市及び市教育委員会とエデュケーション・ニュージーランド※との教育交流に関する了解覚書締結に基づき、ニュージーランドと教員・児童・生徒及び学校間との交流を活性化し、児童・生徒の国際理解の促進を図ります。
※ニュージーランドの教育・留学等に関する政府機関。

	ＤＯ（実行）
	令和７年度取組実績

	
	〇市立中学生による短期留学プログラム「FLY TO NZ PROJECT in Hamilton 2025」
【期　間】令和７年８月５日（火）～16日（土）10泊12日
【対　象】市立中学校生徒　９名
【留学先】Rototuna Junior High School（ニュージーランド・ハミルトン市）
【内　容】ホームステイ体験、英語の集中学習、マオリ文化体験、厚木市の魅力を発信等
〇市立小・中学校における海外現地校とのオンライン交流
【期  間】９月～３月
【実施回数】小学校１校（６年生１学級）、中学校１校（３学級）
【内　容】学校紹介、英会話による異文化交流
〇教員の実践力向上に向けた取組　 
【日　時】令和７年７月23日（水）
【対　象】小・中学校教職員（各校１名）
【内　容】教職員と外国語指導助手（ＡＬＴ）が英語でコミュニケーション演習

	ＣＨＥＣＫ（評価）
	事業指標①
	Ｒ６
	Ｒ７
	Ｒ８

	
	「オンラインでの活動や留学体験を通して、言語や文化について考えたり、学んだりすることができた」と答えた児童・生徒の割合(%)
	目標
	97
	99
	100

	
	
	実績
	82.3
	93.3
	

	
	
	達成率(%)
	85
	94
	

	
	
	達成状況
	Ｂ
	Ａ
	

	
	成果と課題

	
	「留学やオンライン交流を通して、言語や文化について考えたり、学んだりすることができたか」というアンケートにおいて、短期留学プログラムに参加した生徒100％が「できた」と回答しました。
また、オンライン交流については、小学校で90.0％、中学校で94.3％でした。現地の人々と英語を通じた文化交流をすることで、児童・生徒の国際理解の促進や言語や文化についての興味・関心につながる機会の提供ができたと考えられます。
今後に向けては、より多くの児童・生徒に対し、国際理解を促進する学習機会の提供をすることが課題です。

	
	委員からの意見

	
	

	ＡＣＴ（改善）
	今後の取組

	
	





	事業名
	１-⑥　小中一貫教育推進事業費
	所管課
	教育指導課

	ＰＬＡＮ（計画）
	事業概要
	義務教育９年間を見通した教育課程の編成と指導の工夫改善のため、中学校区での研修を行います。

	ＤＯ（実行）
	令和７年度取組実績

	
	中学校区ごとに「小中一貫教育推進計画」を策定し、項目ごとに留意して研修計画を設定しました。

	ＣＨＥＣＫ（評価）
	事業指標①
	Ｒ６
	Ｒ７
	Ｒ８

	
	市全体の、前年度小学６年生不登校児童の割合に対する中学１年生不登校生徒の割合（ポイント）
	目標
	2
	1.8
	1.8

	
	
	実績
	2
	2.6
	

	
	
	達成率(%)
	100
	69
	

	
	
	達成状況
	Ａ
	Ｃ
	

	
	事業指標②
	Ｒ６
	Ｒ７
	Ｒ８

	
	全国学力・学習状況調査の全国平均正答率との比較ポイントの伸び（ポイント）※
	目標
	2.8
	2.8
	2.8

	
	
	実績
	5.2
	3.2
	

	
	
	達成率(%)
	186
	114
	

	
	
	達成状況
	Ａ
	Ａ
	

	
	※算出方法：（当該年度の中学３年生の調査における市平均正答率―全国平均正答率）－（中学３年生が小学６年生当時の調査における市平均正答率―全国平均正答率）

	
	成果と課題

	
	小・中学校教員が合同研修会を実施することで、教育課題を共有し、解決を図るための取組を進めることができました。
また、互いの学校の授業や学級活動など様々な場面を見学することにより、児童・生徒の特性や生活実態等に関する共通認識を持ち、こどもの発達段階を考慮した支援に向け、連携を図ることができました。
今後に向けては、学習面や生活面、不登校の解消など、多方面からの取組を充実させることが課題です。

	
	委員からの意見

	
	

	ＡＣＴ（改善）
	今後の取組

	
	






	事業名
	１-⑦　ＳＥＬ教育基金事業費
	所管課
	教育指導課

	ＰＬＡＮ（計画）
	事業概要
	厚木市ＳＥＬ教育基金※条例に基づき、確かな学力を身に付けた心豊かで健康な児童・生徒を育成するために、こども科学賞、理科・科学教育推進のための事業等を実施します。
※ＳＥＬ教育基金…平成20年に株式会社半導体エネルギー研究所からいただいた寄附を基に設置した基金

	ＤＯ（実行）
	令和７年度取組実績

	
	・「おもしろ理科教室」を大学、企業の協力を得て、市立小学校23校で実施
・こども科学賞の授賞式　令和７年12月６日（応募作品数　377点）
・小学校理科の観察・実験講習会　令和７年７月25日　市立小学校教員24名参加
・（株）半導体エネルギー研究所会社見学　令和７年８月20日　市立中学生17名参加

	ＣＨＥＣＫ（評価）
	事業指標①
	Ｒ６
	Ｒ７
	Ｒ８

	
	こども科学賞展示会の来場者のうち、科学や自然に対する興味・関心や研究への意欲が高まった児童・生徒の割合(%)
	目標
	100
	100
	100

	
	
	実績
	93
	94.1
	

	
	
	達成率(%)
	93
	94
	

	
	
	達成状況
	Ａ
	Ａ
	

	
	事業指標②
	Ｒ６
	Ｒ７
	Ｒ８

	
	「おもしろ理科教室」の内容が、これからの学習や生活に役立つと思った割合(%)
	目標
	89
	90
	91

	
	
	実績
	90.1
	87.8
	

	
	
	達成率(%)
	101
	98
	

	
	
	達成状況
	Ａ
	Ａ
	

	
	成果と課題

	
	令和７年度のこども科学賞の応募作品数は377点で、前回（令和６年度）の応募点数332点から45点の増加です。身近な動植物や現象に着目した観察や実験の他に、環境問題やＳＤＧｓを意識した作品が見られました。
こども科学賞の応募作品数は増加傾向にありますが、内容の深まりが課題です。今後も「おもしろ理科教室」に各学校が積極的に参画できるようにすることで、こどもたちの理数教育に関する興味・関心が高まり、科学や自然に対する意欲が向上し、研究心がもてるよう取り組んでいきます。

	
	委員からの意見

	
	

	ＡＣＴ（改善）
	今後の取組

	
	






	事業名
	１-⑧⑨　特色ある学校づくり交付金
（小・中学校）
	所管課
	教育指導課

	ＰＬＡＮ（計画）
	事業概要
	市立小・中学校が、こどもたちの「生きる力」を育むことを目的に、地域とのきずなを大切にした特色ある学校づくりを推進し、各校の重要課題や新たな課題等への対応を図るため、各校からの申請に基づき必要な経費を交付します。

	ＤＯ（実行）
	令和７年度取組実績

	
	・交付対象 市立全小・中学校36 校
・「特色ある学校づくり交付金事業　市立小・中学校取組紹介展」の実施

	ＣＨＥＣＫ（評価）
	事業指標①
	Ｒ６
	Ｒ７
	Ｒ８

	
	全国学力・学習状況調査の児童・生徒の質問における「学校に行くのは楽しいと思いますか」の問いに対する肯定的回答のポイントが前年度と同等又は上回った学校の割合(%)
	目標
	90
	95
	100

	
	
	実績
	61.1
	72.2
	

	
	
	達成率(%)
	68
	76
	

	
	
	達成状況
	Ｃ
	Ｃ
	

	
	事業指標②
	Ｒ６
	Ｒ７
	Ｒ８

	
	本交付金が教職員の資質・能力の向上に有効に活用できたと回答した学校の割合(%)
	目標
	100
	100
	100

	
	
	実績
	97.2
	97.2
	

	
	
	達成率(%)
	97
	97
	

	
	
	達成状況
	Ａ
	Ａ
	

	
	事業指標③
	Ｒ６
	Ｒ７
	Ｒ８

	
	「本交付金を計画に沿って活用できたか」の問いに肯定的な回答をした学校の割合(%)
	目標
	100
	100
	100

	
	
	実績
	94.4
	94.4
	

	
	
	達成率(%)
	94
	94
	

	
	
	達成状況
	Ａ
	Ａ
	

	
	成果と課題

	
	各学校において特色ある事業を実施するとともに、取組を紹介する展示を実施し、市民への周知を図りました。
指導主事が年度途中に各校を訪問し、事業の実施状況や今後の計画など、交付金の目的に沿って計画的に執行されているか確認を行ったほか、実績報告書の事前提出と確認を行い、年度末の事務負担の軽減を図りました。
今後に向けては、各校の重点を意識させた取組を充実させることが課題です。

	
	委員からの意見

	
	




	ＡＣＴ（改善）
	今後の取組

	
	





	事業名
	１-⑩　小学校児童支援推進事業費
	所管課
	教職員課

	ＰＬＡＮ（計画）
	事業概要
	　不登校やいじめ、問題行動などに対して、きめ細かな対応ができるように、小学校に非常勤講師を派遣し、落ち着いた学校生活や学力の向上を図ります。

	ＤＯ（実行）
	令和７年度取組実績

	
	・派遣人数　18人

	ＣＨＥＣＫ（評価）
	事業指標①
	Ｒ６
	Ｒ７
	Ｒ８

	
	「児童の学習意欲が向上した」と感じる学校の割合(%)
	目標
	100
	100
	100

	
	
	実績
	87
	96.3
	

	
	
	達成率(%)
	87
	96
	

	
	
	達成状況
	Ｂ
	Ａ
	

	
	事業指標②
	Ｒ６
	Ｒ７
	Ｒ８

	
	「児童の生活態度が向上した」と感じる学校の割合(%)
	目標
	100
	100
	100

	
	
	実績
	100
	100
	

	
	
	達成率(%)
	100
	100
	

	
	
	達成状況
	Ａ
	Ａ
	

	
	成果と課題

	
	学習面や生活面において支援を必要とする児童は増える傾向にありますが、非常勤講師の派遣により、「児童指導担当、教育相談コーディネーター等が児童指導や児童支援のための時間をしっかり確保できている」、「学校全体の指導体制にゆとりが生まれている」等の意見を配置校からいただき、効果が得られていることが分かります。
複数配置や配置時間の拡大等、学校現場からの要望と全学校の中での配置バランスが課題となります。

	
	委員からの意見

	
	

	ＡＣＴ（改善）
	今後の取組

	
	






	事業名
	１-⑪　中学校少人数学級実施事業費
	所管課
	教職員課

	ＰＬＡＮ（計画）
	事業概要
	　学校の実態に応じて少人数の学級編制を行うため、中学校に非常勤講師を派遣し、生徒一人一人に対してきめ細かな指導を行うことにより、学力の向上や問題行動と不登校の減少を図ります。

	ＤＯ（実行）
	令和７年度取組実績

	
	・派遣人数　３人

	ＣＨＥＣＫ（評価）
	事業指標①
	Ｒ６
	Ｒ７
	Ｒ８

	
	「生徒の学習意欲が向上した」と感じる学校の割合(%)
	目標
	100
	100
	100

	
	
	実績
	92.1
	90.2
	

	
	
	達成率(%)
	92
	90
	

	
	
	達成状況
	Ａ
	Ａ
	

	
	事業指標②
	Ｒ６
	Ｒ７
	Ｒ８

	
	「生徒の生活態度が向上した」と感じる学校の割合(%)
	目標
	100
	100
	100

	
	
	実績
	82.3
	88.2
	

	
	
	達成率(%)
	82
	88
	

	
	
	達成状況
	Ｂ
	Ｂ
	

	
	成果と課題

	
	非常勤講師の派遣により、「授業以外の業務も含めて、落ち着いた学年運営に大きく貢献できている」、「学級の生徒への指導が手厚くできるようになり、生徒とのコミュニケーションがとれて、良い関係性が築けている」等の意見を配置校からいただき、効果が得られていることが分かります。一方、少人数学級を継続するための人材確保が課題となります。

	
	委員からの意見

	
	

	ＡＣＴ（改善）
	今後の取組

	
	






	事業名
	１-⑫　小・中学校給食費の無償化
	所管課
	学校給食課

	ＰＬＡＮ（計画）
	取組内容
	　こどもたちの健やかな成長を促進するとともに保護者の経済的負担を軽減するため、令和６年度から小・中学校給食費の無償化に取り組んでいます。

	
	取組目標
指標
	・市立小・中学校に学籍のある児童・生徒の保護者が負担する学校給食費を無償化します。
・市立小・中学校に学籍があり、アレルギー等の事情により給食を喫食していない児童・生徒や厚木市に住民登録があり、かつ、市内に居住している者で、厚木市立小・中学校に学籍がない学齢期にある私立の小・中学校在学生等の保護者を対象に、学校給食費相当額を申請により給付します。

	ＤＯ（実行）
	令和７年度取組実績

	
	引き続き、市立小・中学校の学校給食費無償化を実施しました。
令和８年３月に対象世帯からの申請に対し、学校給食費相当額給付金を支給しました。

	
	成果と課題

	
	小・中学校の学校給食費を無償化することにより、こどもたちの成長に欠かせない食環境の充実と保護者の負担軽減を図ることができました。
なお、令和８年度から小学校については給食費負担軽減交付金が創設されるものの、国が定める基準額では不足すること、中学校については対象外であることから、引き続き国へ要望し、財政確保に努めます。

	
	委員からの意見

	
	

	ＡＣＴ（改善）
	今後の取組

	
	





	事業名
	１-⑬　「学校教育情報化推進計画」の推進
	所管課
	教育研究所

	ＰＬＡＮ（計画）
	事業概要
	　児童・生徒一人一人の資質・能力を最大限に引き出すため、本市の学校教育情報化の推進方針と具体的な取組を定めた「厚木市学校教育情報化推進計画」（計画期間：令和６～８年度）に基づき、学校の教育情報化を推進します。

	ＤＯ（実行）
	令和７年度取組実績

	
	学校情報化推進計画に定める各施策について、関係各課等において事業を進めました。教職員校務用端末、ＧＩＧＡスクール端末、校務支援システムの更新などを着実に実施しました。

	ＣＨＥＣＫ（評価）
	事業指標①
	Ｒ６
	Ｒ７
	Ｒ８

	
	「ＧＩＧＡスクール端末の活用スキルがある」と答えた児童・生徒の割合(%)
	目標
	60
	70
	80

	
	
	実績
	84.7
	81.7
	

	
	
	達成率(%)
	141
	117
	

	
	
	達成状況
	Ａ
	Ａ
	

	
	事業指標②
	Ｒ６
	Ｒ７
	Ｒ８

	
	「ＩＣＴを活用した指導技術がある」と答えた教職員の割合(%)
	目標
	60
	70
	80

	
	
	実績
	65.9
	67.4
	

	
	
	達成率(%)
	110
	96
	

	
	
	達成状況
	Ａ
	Ａ
	

	
	成果と課題

	
	ＩＣＴ活用のための環境整備は着実に進んでおり、教職員のＩＣＴ利用技術も向上しています。一方で、教職員間におけるＩＣＴ利活用状況に差が見られることが課題です。
今後は、教職員のスキルやモチベーションに左右されることなく学校全体として利活用を一層推進するための取組や、生成ＡＩをはじめとする最新技術に対し、教職員、児童・生徒が適切に対応できる知識と技能を身に付けるための取組を進めていくことが課題となります。

	
	委員からの意見

	
	

	ＡＣＴ（改善）
	今後の取組

	
	




基本方針２　こどもたちを育てる支援体制の充実


	事業名
	２-①　学力ステップアップ支援員配置事業費
	所管課
	教育指導課

	ＰＬＡＮ（計画）
	事業概要
	基礎的・基本的な学習内容の確実な定着を通して、学ぶ意欲を育てるとともに、学力の向上を図るため、児童・生徒の学習をサポートする学力ステップアップ支援員を市立小・中学校に配置します。

	ＤＯ（実行）
	令和７年度取組実績

	
	【支援員配置人数】学校規模に応じて各校１～３人配置
・小学校　41人
・中学校　19人

	ＣＨＥＣＫ（評価）
	事業指標①
	Ｒ６
	Ｒ７
	Ｒ８

	
	「学力ステップアップ支援員との協働により基礎的・基本的な学習の定着や学力向上につながるような授業展開ができた」と思う教員の割合(%)
	目標
	100
	100
	100

	
	
	実績
	97.5
	96.6
	

	
	
	達成率(%)
	98
	97
	

	
	
	達成状況
	Ａ
	Ａ
	

	
	事業指標②
	Ｒ６
	Ｒ７
	Ｒ８

	
	「先生と支援員がいることで学習が分かりやすく意欲的に取り組める」と思う児童・生徒の割合(%)
	目標
	100
	100
	100

	
	
	実績
	93.4
	91.4
	

	
	
	達成率(%)
	93
	91
	

	
	
	達成状況
	Ａ
	Ａ
	

	
	成果と課題

	
	教員と共に児童・生徒一人一人の学習状況に応じたきめ細かな支援を行ったことにより、児童・生徒が基礎的・基本的な知識や技能の習得及び学習意欲の向上を図ることができました。
支援員の配置について、配置希望先の学校の偏りがあることや、新規支援員をいかに確保していくかが課題となります。

	
	委員からの意見

	
	

	ＡＣＴ（改善）
	今後の取組

	
	







	事業名
	２-②　教育調査研究部会運営費
	所管課
	教育研究所

	ＰＬＡＮ（計画）
	事業概要
	教育の新たな動向や今日的な課題に対応するため、教職員等で構成する研究部会をテーマごとに設け、毎月１回程度部会を開き、課題解決に向けての調査研究や、教材・資料の作成を行います。また、各校の情報教育の担当者に対し、情報教育推進連絡会を開催します。

	ＤＯ（実行）
	令和７年度取組実績

	
	・教育調査研究部会　２部会設置・運営
・部会開催延べ回数24回(２部会合計)
・研究に携わった教職員12人

	ＣＨＥＣＫ（評価）
	事業指標①
	Ｒ６
	Ｒ７
	Ｒ８

	
	研究成果や教育情報の実用度(%)
	目標
	100
	100
	100

	
	
	実績
	96.6
	92.7
	

	
	
	達成率(%)
	97
	93
	

	
	
	達成状況
	Ａ
	Ａ
	

	
	成果と課題

	
	教育の場における様々な課題や新たな教育の動向について、具体的な方策を提起しながら調査研究を進め、２部会が研究のまとめを行いました。
今後に向けて、取組の過程や実践状況を、随時発信し続けていくことが課題となります。

	
	委員からの意見

	
	

	ＡＣＴ（改善）
	今後の取組

	
	






	事業名
	２-③　教育資料提供事業費
	所管課
	教育研究所

	ＰＬＡＮ（計画）
	事業概要
	学校・家庭・地域社会における教育を支援するため、児童・生徒用の教材や、研究の成果をまとめた研究紀要等を作成・提供します。また、教職員を始めとする教育関係者の実践をまとめた教育実践記録集の発行や、教育に関する資料の収集・提供を行います。

	ＤＯ（実行）
	令和７年度取組実績

	
	次の教育資料等を作成・配布しました。
	小学校
	社会科副読本（1,820部）
学習用地図（1,820部）
	配布対象
	小学３年生

	中学校
	社会科副読本（1,970部）
学習用地形図（1,970部）
	配布対象
	中学１年生

	その他
	研究紀要第106集（400部）
	配布対象
	市内全教職員、全国教育研究所連盟加入の自治体ほか

	
	教育実践記録集第52集（50部）
	配布対象
	執筆者（冊子）
全教職員（データ提供）




	ＣＨＥＣＫ（評価）
	事業指標

	
	２－②　教育調査研究部会運営費と共通

	
	成果と課題

	
	小・中学校社会科副読本の修正増刷を始め、日々の教育活動に効果的に活用できる教材、資料等の作成・収集・提供を行いました。
また、市内16公民館（分館含む。）に、小・中学校社会科副読本を配布しました。
今後に向けて、作成した資料等の活用の機会を広げることが課題となります。

	
	委員からの意見

	
	

	ＡＣＴ（改善）
	今後の取組

	
	






	事業名
	２-④　先生のための研修事業費
	所管課
	教育研究所

	ＰＬＡＮ（計画）
	事業概要
	教育に関する国・県の動向や今日的課題を踏まえた希望制研修、各学校の担当者等の専門性の向上を図るための指定研修、初任者研修、新規臨時的任用教員研修、教育研究発表会・教育講演会等を実施し、教職員の資質・指導力の向上を図ります。

	ＤＯ（実行）
	令和７年度取組実績

	
	28回の講座を実施し、受講者延べ1,359人の参加となり、教職員の指導力向上を支援しました。
【内訳】
教育講演会・教育研究発表会(１回・275人)
指定研修（６講座・126人）
先生のための寺子屋講座〈希望制研修〉(16講座・484人）
初任者研修会(５回・323人)

	ＣＨＥＣＫ（評価）
	事業指標①
	Ｒ６
	Ｒ７
	Ｒ８

	
	受講内容を実践に役立てることができるとする教職員の割合(%)
	目標
	100
	100
	100

	
	
	実績
	99.1
	98.8
	

	
	
	達成率(%)
	99
	99
	

	
	
	達成状況
	Ａ
	Ａ
	

	
	成果と課題

	
	計画した28講座の全てを実施することができました。また、先生のための寺子屋講座〈希望制研修〉は、1講座当たりの受講者を平均40人と見込んで計画し、平均30人の参加に留まりましたが、参加者からは、満足度99.3％、実用度98.8％と高い評価をいただきました。
今後も、受講者のニーズを把握し、教員が主体的に選択できる多様な研修を計画的に実施していくことが課題となります。

	
	委員からの意見

	
	

	ＡＣＴ（改善）
	今後の取組

	
	






	事業名
	２-⑤　働き方改革「アクションプラン」の推進
	所管課
	教育研究所

	ＰＬＡＮ（計画）
	事業概要
	令和２年３月に策定した「厚木市立小・中学校における働き方改革に関する方針」に基づき、令和６年度から令和８年度までの具体的な取組を定めた「アクションプラン」を推進します。

	ＤＯ（実行）
	令和７年度取組実績

	
	アクションプランに基づき、学校閉庁日の拡大や、学校業務を支援する各種支援員の拡充などの取組を推進しました。
また、令和７年６月に公立の義務教育諸学校等の教育職員の給与等に関する特別措置法が改正され、教員の業務量管理・健康確保措置を実施するための計画の策定が義務付けられたことから、新たに「厚木市立小・中学校の教職員に関する働き方改革実施」計画を令和８年３月に策定しました。

	ＣＨＥＣＫ（評価）
	事業指標①
	Ｒ６
	Ｒ７
	Ｒ８

	
	「アクションプラン」重点取組の達成率(%)
	目標
	78
	89
	100

	
	
	実績
	72.7
	100
	

	
	
	達成率(%)
	93
	112
	

	
	
	達成状況
	Ａ
	Ａ
	

	
	事業指標②
	Ｒ６
	Ｒ７
	Ｒ８

	
	学校アンケート「働き方改革が進んでいると思うか」で「はい」と回答した学校の割合(%)
	目標
	74
	87
	100

	
	
	実績
	55.6
	61.1
	

	
	
	達成率(%)
	75
	70
	

	
	
	達成状況
	Ｃ
	Ｃ
	

	
	成果と課題

	
	「アクションプラン」重点取組の達成率は高いものの、「働き方改革が進んでいると思うか」で「はい」と回答した学校の割合は微増にとどまりました。
今後も、学校の実態をより詳細に把握し、教育委員会が進めるべき取組について検討していくことが課題となります。

	
	委員からの意見

	
	

	ＡＣＴ（改善）
	今後の取組

	
	





基本方針３　安全な教育環境の整備


	事業名
	３-①　小中学校通学区域再編成委員会運営費
	所管課
	教育総務課

	ＰＬＡＮ（計画）
	事業概要
	市立小・中学校の適正規模・適正配置に係る市の考え方や方向性を定めた「厚木市立小・中学校の適正規模・適正配置に関する基本方針」に基づき、適正規模の範囲を上回る、又は下回る学校について、通学区域の再編成を含めた学校規模等適正化の取組を推進します。

	ＤＯ（実行）
	令和７年度取組実績

	
	適正規模・適正配置の考え方に加え、小中一貫教育の在り方を踏まえた望ましい学校施設の形を中心に、「新しい学校づくり」の観点から、庁内において検討を進めました。

	ＣＨＥＣＫ（評価）
	事業指標①
	Ｒ６
	Ｒ７
	Ｒ８

	
	「厚木市立小・中学校の適正規模・適正配置に関する基本方針」に基づく取組の実施
	目標
	地域計画の
検討
	地域計画の
検討
	地域計画の
検討

	
	
	実績
	地域計画の
検討
	地域計画の検討
	

	
	
	達成率(%)
	100
	100
	

	
	
	達成状況
	Ａ
	Ａ
	

	
	成果と課題

	
	公共施設最適化基本計画や、耐用年数評価の見直し等を踏まえ、地域ごとに学校施設の望ましい整備の考え方を整理する必要があります。
また、方策の方向性として学校の統合を見込んでいる小鮎地区・荻野地区以外の優先的対象校については、小中一貫教育の視点や地域の状況を踏まえ、新たな学校づくりについて検討していく必要があります。

	
	委員からの意見

	
	

	ＡＣＴ（改善）
	今後の取組

	
	







	事業名
	３-②　小中学校プール施設最適化推進事業費
	所管課
	学務課

	ＰＬＡＮ（計画）
	事業概要
	小・中学校プール施設の老朽化に対応しながら、児童・生徒により安全で質の高い水泳指導を提供するため、令和５年度策定の「市立小・中学校の水泳授業及びプールの在り方に関する基本方針」に基づき、小学校の水泳授業における屋内プールの活用等を進めていきます。

	ＤＯ（実行）
	令和７年度取組実績

	
	小学校４校の水泳授業は、屋内市民プールを活用して実施しました。
	No.
	対象校
	実施場所

	①
	荻野小学校
	レオスイミングスクール荻野校

	②
	飯山小学校
	レオスイミングスクール荻野校

	③
	森の里小学校
	コナミスポーツクラブ厚木

	④
	戸田小学校
	レオスイミングスクール厚木校




	ＣＨＥＣＫ（評価）
	事業指標①
	Ｒ６
	Ｒ７
	Ｒ８

	
	屋内市民プール等を活用して水泳授業を実施した小学校数（校）
	目標
	２
	４
	６

	
	
	実績
	２
	４
	

	
	
	達成率(%)
	100
	100
	

	
	
	達成状況
	Ａ
	Ａ
	

	
	成果と課題

	
	児童に対するアンケートでは、約９割の児童が「楽しかった」、「泳ぎやすかった」と回答しました（「どちらかといえば」を含む。）。また、教員に対するアンケートでは、「安全で効果的な授業実施により児童の意欲が向上し、準備に係る負担の軽減を図ることができた」との回答を得ることができました。
実施施設やバス事業者の確保、台風等の影響による授業延期時の対応が、今後の課題です。

	
	委員からの意見

	
	

	ＡＣＴ（改善）
	今後の取組

	
	





	事業名
	３-③　児童・生徒登下校等安全推進事業費
	所管課
	学務課

	ＰＬＡＮ（計画）
	事業概要
	　児童・生徒が安心して登下校できるようにするため、防犯ブザーの配布や学童通学誘導員の配置等を行います。

	ＤＯ（実行）
	令和７年度取組実績

	
	新小学１年生に対して、防犯ブザーを配布しました。
市内通学路５校８箇所に学童通学誘導員を配置しました。

	ＣＨＥＣＫ（評価）
	事業指標①
	Ｒ６
	Ｒ７
	Ｒ８

	
	児童の防犯ブザー携帯率(%)
	目標
	100
	100
	100

	
	
	実績
	89.9
	90
	

	
	
	達成率(%)
	90
	90
	

	
	
	達成状況
	Ａ
	Ａ
	

	
	成果と課題

	
	防犯ブザーの携帯率は、90％を持続できています。防犯ブザーが犯罪抑止に有効である
ことや使用することなどを周知し、今後もより高水準の携帯率を目指し取組を進めます。
学童通学誘導員は、ＰＴＡ、地域ボランティアの皆様の活動状況、車両の通行状況や道路形態等を総合的に判断して配置していますが、共働き家庭の増加や地域ボランティアの担い手減少が課題です。

	
	委員からの意見

	
	

	ＡＣＴ（改善）
	今後の取組

	
	





	事業名
	３-④　依知南小学校施設整備事業費
	所管課
	学校施設課

	ＰＬＡＮ（計画）
	事業概要
	　老朽化が進んだ依知南小学校中央棟校舎及び西棟校舎の施設建て替え整備を行います。

	ＤＯ（実行）
	令和７年度取組実績

	
	依知南小学校施設建て替え整備実施設計委託及び既存校舎解体を実施しました。

	ＣＨＥＣＫ（評価）
	事業指標①
	Ｒ６
	Ｒ７
	Ｒ８

	
	依知南小学校施設整備の進捗状況
	目標
	事業者選定・仮設校舎設置
	実施設計・既存校舎解体
	新校舎建設着手

	
	
	実績
	事業者選定・仮設校舎設置
	実施設計・既存校舎解体
	

	
	
	達成率(%)
	100
	100
	

	
	
	達成状況
	Ａ
	Ａ
	

	
	成果と課題

	
	依知南小学校施設建て替え整備に係る実施設計及び既存校舎解体を実施しました。
なお、施設建て替え整備に当たり、多額の経費が必要となるため、国等の動向を注視しながら国庫補助金等の財政確保に努めます。

	
	委員からの意見

	
	

	ＡＣＴ（改善）
	今後の取組

	
	






	事業名
	３-⑤　緑ケ丘小学校施設整備事業費
	所管課
	学校施設課

	ＰＬＡＮ（計画）
	事業概要
	　老朽化が進んだ緑ケ丘小学校東棟校舎及び西棟校舎の施設建て替え整備を行います。

	ＤＯ（実行）
	令和７年度取組実績

	
	緑ケ丘小学校施設建て替え整備に係る実施設計委託及び既存校舎解体に着手しました。

	ＣＨＥＣＫ（評価）
	事業指標①
	Ｒ６
	Ｒ７
	Ｒ８

	
	緑ケ丘小学校施設整備の進捗状況
	目標
	事業者選定・仮設校舎設置
	実施設計・既存校舎解体
	新校舎建設着手

	
	
	実績
	事業者選定・仮設校舎着手
	実施設計・既存校舎解体工事着手
	

	
	
	達成率(%)
	100
	100
	

	
	
	達成状況
	Ａ
	Ａ
	

	
	成果と課題

	
	緑ケ丘小学校施設建て替え整備に係る実施設計を実施し、既存校舎解体に着手しました。
なお、施設建て替え整備に当たり、多額の経費が必要となるため、国等の動向を注視しながら国庫補助金等の財政確保に努めます。

	
	委員からの意見

	
	

	ＡＣＴ（改善）
	今後の取組

	
	





	事業名
	３-⑥　北小学校施設整備事業費
	所管課
	学校施設課

	ＰＬＡＮ（計画）
	事業概要
	　老朽化が進んだ北小学校南棟校舎の施設建て替え整備を行います。

	ＤＯ（実行）
	令和７年度取組実績

	
	北小学校施設建て替え整備実施設計委託を実施しました。

	ＣＨＥＣＫ（評価）
	事業指標①
	Ｒ６
	Ｒ７
	Ｒ８

	
	北小学校施設整備の進捗状況
	目標
	基本設計
	実施設計
	仮設校舎設置・既存校舎解体着手

	
	
	実績
	基本設計
	実施設計
	

	
	
	達成率(%)
	100
	100
	

	
	
	達成状況
	Ａ
	Ａ
	

	
	成果と課題

	
	北小学校施設建て替え整備に係る実施設計を実施しました。
なお、施設建て替え整備に当たっては、多額の経費が必要となるため、国等の動向を注視しながら国庫補助金等の財政確保に努めます。

	
	委員からの意見

	
	

	ＡＣＴ（改善）
	今後の取組

	
	





	事業名
	３-⑦⑧　特別教室冷暖房設備設置事業費
　　　　　（小・中学校）
	所管課
	学校施設課

	ＰＬＡＮ（計画）
	事業概要
	　児童・生徒が快適な教育環境の中で安心・安全に学校生活を送ることができるよう、また、災害時の避難所機能を強化するため、小・中学校の特別教室等に冷暖房設備を設置します。

	ＤＯ（実行）
	令和７年度取組実績

	
	特別教室等冷暖房設備設置校　７校57室
（荻野中学校、睦合中学校、小鮎中学校、林中学校、藤塚中学校、森の里中学校、睦合東中学校）

	ＣＨＥＣＫ（評価）
	事業指標①
	Ｒ６
	Ｒ７
	Ｒ８

	
	設置校数(校)
	目標
	９
	７
	１

	
	
	実績
	９
	７
	

	
	
	達成率(%)
	100
	100
	

	
	
	達成状況
	Ａ
	Ａ
	

	
	成果と課題

	
	中学校７校の特別教室等57室に冷暖房設備を設置しました。
冷暖房設備を設置することにより、快適な教育環境づくりと同時に、地球環境への配慮や光熱費の抑制が求められています。

	
	委員からの意見

	
	

	ＡＣＴ（改善）
	今後の取組

	
	






	事業名
	３-⑨⑩　体育館冷暖房設備設置事業費
　　　　　（小・中学校）
	所管課
	学校施設課

	ＰＬＡＮ（計画）
	事業概要
	　児童・生徒が快適な教育環境の中で安心・安全に学校生活を送ることができるよう、また、災害時の避難所機能強化のため、小・中学校の体育館に冷暖房設備を設置します。

	ＤＯ（実行）
	令和７年度取組実績

	
	体育館冷暖房設備設置校　14校
（依知南小学校、清水小学校、毛利台小学校、三田小学校、北小学校、厚木第二小学校、緑ケ丘小学校、戸室小学校、愛甲小学校、妻田小学校、戸田小学校、上依知小学校、依知中学校、林中学校）

	ＣＨＥＣＫ（評価）
	事業指標①
	Ｒ６
	Ｒ７
	Ｒ８

	
	設置校数(校)
	目標
	14
	14
	８

	
	
	実績
	14
	14
	

	
	
	達成率(%)
	100
	100
	

	
	
	達成状況
	Ａ
	Ａ
	

	
	成果と課題

	
	小学校12校、中学校２校の体育館に冷暖房設備を設置しました。
冷暖房設備を設置することにより、快適な教育環境づくりと同時に、地球環境への配慮や光熱費の抑制が求められています。

	
	委員からの意見

	
	

	ＡＣＴ（改善）
	今後の取組

	
	





	事業名
	３-⑪⑫　校舎・体育館改修事業費
（長寿命化）（小・中学校）
	所管課
	学校施設課

	ＰＬＡＮ（計画）
	事業概要
	児童・生徒が快適な教育環境の中で安心・安全に学校生活を送ることができるよう、校舎及び体育館の長寿命化（機能回復※１・機能向上※２）改修を行います。
※１　劣化や損傷によって低下した施設機能を、本来有する施設機能に回復すること。
※２　長期間にわたって施設を使用するために、耐久性や利用形態の変更等の施設機能を向上すること。

	ＤＯ（実行）
	令和７年度取組実績

	
	【工事】機能回復改修工事（戸田小学校、妻田小学校、依知中学校）
※校舎の外壁・屋根改修工事等を行います。
受変電設備改修工事（林中学校、藤塚中学校、睦合中学校、荻野中学校）
※経年劣化した受変電設備を冷暖房設備の電気容量増を見込み改修工事を行います。
【委託】機能回復改修設計委託（三田小学校、睦合中学校）
※校舎の外壁・屋上改修工事に必要な詳細設計図の作成、工事費の積算を行います。
　　　　機能向上改修実施設計委託（北小学校）
※校舎の機能向上改修工事に必要な詳細設計図の作成、工事費の積算を行います。

	ＣＨＥＣＫ（評価）
	事業指標①
	Ｒ６
	Ｒ７
	Ｒ８

	
	機能回復・機能向上校数（校）
	目標
	２
	３
	４

	
	
	実績
	２
	３
	

	
	
	達成率(%)
	100
	100
	

	
	
	達成状況
	Ａ
	Ａ
	

	
	成果と課題

	
	小・中学校の機能回復改修工事及び受変電設備改修工事を実施しました。
　また、次年度の機能回復改修工事等に向け、設計委託を実施しました。

	
	委員からの意見

	
	

	ＡＣＴ（改善）
	今後の取組

	
	






	事業名
	３-⑬⑭　校庭整備事業費（小・中学校）
	所管課
	学校施設課

	ＰＬＡＮ（計画）
	事業概要
	　児童・生徒が快適な屋外施設環境の中で安心・安全に学校生活を送ることができるよう、改修工事を行います。また、次年度に向けた校庭の測量・改修設計委託を行います。
　改修工事の内容は、グラウンド表層部及び下部路盤の舗装再形成、側溝や防球ネットの補修、ポイントマークの打替え等です。

	ＤＯ（実行）
	令和７年度取組実績

	
	【工事】グラウンド改修工事（玉川中学校）
【委託】グラウンド改修測量委託、実施設計委託（依知中学校）

	ＣＨＥＣＫ（評価）
	事業指標①
	Ｒ６
	Ｒ７
	Ｒ８

	
	校庭改修校数(校)
	目標
	１
	１
	１

	
	
	実績
	１
	１
	

	
	
	達成率(%)
	100
	100
	

	
	
	達成状況
	Ａ
	Ａ
	

	
	成果と課題

	
	中学校１校のグラウンド改修工事を実施しました。
　また、次年度のグラウンド改修工事に向け、設計委託等を実施しました。
　児童・生徒が安心してグラウンドを使用できるよう、改修方法やメンテナンスを検討していく必要があります。

	
	委員からの意見

	
	

	ＡＣＴ（改善）
	今後の取組

	
	






	事業名
	３-⑮　インターナショナルセーフスクール
推進事業費
	所管課
	教育指導課

	ＰＬＡＮ（計画）
	事業概要
	　インターナショナルセーフスクールの考え方や手法を用い、児童・生徒がより安心・安全に過ごすことができる学校づくりを支援します。また、清水小学校、妻田小学校及び睦合東中学校の再認証に向けた支援を実施します。

	ＤＯ（実行）
	令和７年度取組実績

	
	清水小学校、妻田小学校及び睦合東中学校に対して、日本セーフコミュニティ推進機構による指導及び助言を実施しました。

	ＣＨＥＣＫ（評価）
	事業指標①
	Ｒ６
	Ｒ７
	Ｒ８

	
	インターナショナルセーフスクール認証取得回数（累計）（回）
	目標
	清水小５
妻田小２
睦合東中３
	清水小６
妻田小３
睦合東中４
	清水小６
妻田小３
睦合東中４

	
	
	実績
	清水小５
妻田小２
睦合東中３
	清水小６
妻田小３
睦合東中４
	

	
	
	達成率(%)
	100
	100
	

	
	
	達成状況
	Ａ
	Ａ
	

	
	事業指標②
	Ｒ６
	Ｒ７
	Ｒ８

	
	インターナショナルセーフスクールの取組を通して、自分の学校の安心・安全な環境づくりが充実したと思う児童・生徒の割合(%)
	目標
	90
	90
	90

	
	
	実績
	72
	95.2
	

	
	
	達成率(%)
	80
	106
	

	
	
	達成状況
	Ｂ
	Ａ
	

	
	成果と課題

	
	清水小学校、妻田小学校及び睦合東中学校での現地審査を行い、認証を更新することができました。
また、各学校がＩＳＳ（インターナショナルセーフスクール）認証を長年続けてきたことで培ってきた手法や考え方を市立小・中学校の取組にいかすことができるよう、リーフレットを作成し各学校へ配布しました。
安心・安全な環境づくりに向けた各学校の実態や、社会的な状況は変化していくため、常に自校の取組を見直し、変化に対応していくことが課題です。

	
	委員からの意見

	
	

	ＡＣＴ（改善）
	今後の取組

	
	






	事業名
	３-⑯　青少年非行防止活動事業費
	所管課
	青少年教育相談センター

	ＰＬＡＮ（計画）
	事業概要
	青少年の問題行動の未然防止、早期発見のために、青少年相談員や社会教育指導員などが繁華街や駅前を巡回し、声掛け指導を行います。また、薬物乱用の防止を呼び掛けるために「心と街のクリーン作戦」等の啓発活動を実施します。

	ＤＯ（実行）
	令和７年度取組実績

	
	街頭指導を418回（従事者数1,104人）実施しました。
青少年との関係を築きながら、不良行為をしている青少年に対して、繰り返さないよう丁寧な声掛け指導を実施しました。
また、「第37回心と街のクリーン作戦」を実施し、市内の高校生や大学生の実行委員が中心となって、薬物乱用の防止を呼び掛けました。

	ＣＨＥＣＫ（評価）
	事業指標①
	Ｒ６
	Ｒ７
	Ｒ８

	
	街頭指導において声掛けをした青少年のうち不良行為を認知し、指導した割合(%)
	目標
	3.8
	5.0
	4.7

	
	
	実績
	5.3
	6.0
	

	
	
	達成率(%)
	72
	83
	

	
	
	達成状況
	Ｃ
	Ｂ
	

	
	成果と課題

	
	街頭指導では、青少年に積極的に声掛けをし、前年度に比べより多くの青少年との関係づくりに努めました。
また、「心と街のクリーン作戦」では、育成団体等と交流を図りながら啓発活動を実施し、非行防止への意識を高めることができました。
課題としては、声掛け指導する青少年の大部分が、高校生年代の若者で占められており、対応に苦慮するケースがあることや、ＳＮＳなど目に見えにくいネット上のトラブルが増えてきていることです。

	
	委員からの意見

	
	

	ＡＣＴ（改善）
	今後の取組

	
	





基本方針４　安心して共に学べる教育の推進




	事業名
	４-①　人権教育・啓発推進事業費
	所管課
	教育総務課

	ＰＬＡＮ（計画）
	事業概要
	　全ての市民の人権に対する意識をより高めていくため、人権講座「ヒューマンカレッジ」等を開催するとともに、人権尊重の意義について積極的に啓発します。

	ＤＯ（実行）
	令和７年度取組実績

	
	ヒューマンライツフェスタ※と合同で、人権講座「ヒューマンカレッジ」を実施しました。
スマホ・ＳＮＳと子どもの人権を考えよう　参加人数　35人
※厚木市が毎年開催している人権に関するイベント

	ＣＨＥＣＫ（評価）
	事業指標①
	Ｒ６
	Ｒ７
	Ｒ８

	
	人権講座参加者の人権意識
高揚度(%)
	目標
	94.5
	95
	95.5

	
	
	実績
	97.3
	89.3
	

	
	
	達成率(%)
	103
	94
	

	
	
	達成状況
	Ａ
	Ａ
	

	
	成果と課題

	
	人権講座参加者へのアンケートでは、約90％の方が「人権問題について関心が深まった」と回答しており、啓発活動として有効であったと考えます。
集客が課題であり、より多くの方に参加していただけるよう講座についての周知方法を検討、工夫する必要があります。

	
	委員からの意見

	
	

	ＡＣＴ（改善）
	今後の取組

	
	






	事業名
	４-②③　要保護及び準要保護児童・生徒就学
援助事業費（小・中学校）
	所管課
	学務課

	ＰＬＡＮ（計画）
	事業概要
	　教育の機会均等を図るため、経済的な理由により就学が困難な児童・生徒の保護者に、次の経費の一部を支給します。
（学用品・通学用品費、入学準備金、新入学学用品費、修学旅行費、校外活動費、体育実技用具費、通学費、七沢自然ふれあいセンター活動費、オンライン通信費）

	ＤＯ（実行）
	令和７年度取組実績

	
	【小学校】
支給人数　1,439人 、支給額　65,590 千円
【中学校】
支給人数　　796 人 、支給額　48,943 千円

	ＣＨＥＣＫ（評価）
	事業指標①
	Ｒ６
	Ｒ７
	Ｒ８

	
	【小学校】
就学援助認定者に対する援助費の支給率(%)
	目標
	100
	100
	100

	
	
	実績
	100
	100
	

	
	
	達成率(%)
	100
	100
	

	
	
	達成状況
	Ａ
	Ａ
	

	
	事業指標②
	Ｒ６
	Ｒ７
	Ｒ８

	
	【中学校】
就学援助認定者に対する援助費の支給率(%)
	目標
	100
	100
	100

	
	
	実績
	100
	100
	

	
	
	達成率(%)
	100
	100
	

	
	
	達成状況
	Ａ
	Ａ
	

	
	成果と課題

	
	経済的な理由で就学が困難な児童・生徒の保護者に対して、学用品費などを支給する
ことにより、教育の機会均等を図ることができました。

	
	委員からの意見

	
	

	ＡＣＴ（改善）
	今後の取組

	
	






	事業名
	４-④⑤　特別支援学級等就学奨励事業費
（小・中学校）
	所管課
	学務課

	ＰＬＡＮ（計画）
	事業概要
	　教育の機会均等を図るため、特別支援学級等に就学する児童・生徒の保護者に、次の経費の一部を支給します。
（学用品・通学用品購入費、新入学学用品・通学用品購入費、修学旅行費、校外活動費、体育実技用具費、通学費、七沢自然ふれあいセンター活動費、拡大教材費、オンライン通信費）

	ＤＯ（実行）
	令和７年度取組実績

	
	【小学校】
支給人数　411人、支給額　6,073 千円
【中学校】
支給人数　116 人、支給額　3,959 千円

	ＣＨＥＣＫ（評価）
	事業指標①
	Ｒ６
	Ｒ７
	Ｒ８

	
	【小学校】
特別支援学級等認定者に対する援助費の支給率(%)
	目標
	100
	100
	100

	
	
	実績
	100
	100
	

	
	
	達成率(%)
	100
	100
	

	
	
	達成状況
	Ａ
	Ａ
	

	
	事業指標②
	Ｒ６
	Ｒ７
	Ｒ８

	
	【中学校】
特別支援学級等認定者に対する援助費の支給率(%)
	目標
	100
	100
	100

	
	
	実績
	100
	100
	

	
	
	達成率(%)
	100
	100
	

	
	
	達成状況
	Ａ
	Ａ
	

	
	成果と課題

	
	特別支援学級等に在籍している児童・生徒の保護者に対して、学用品費などを支給することにより、教育の機会均等を図ることができました。

	
	委員からの意見

	
	

	ＡＣＴ（改善）
	今後の取組

	
	






	事業名
	４-⑥　特別支援教育推進事業費
	所管課
	教育指導課

	ＰＬＡＮ（計画）
	事業概要
	特別な支援を必要とする児童・生徒に対する総合的な支援体制を整備するため、市立小・中学校に学校教育指導員を派遣するほか、特別支援教育介助員の配置等を行います。また、特別な支援を必要とするこどもへの適切な就学相談、就学指導を行うため、「厚木市教育支援委員会」を運営し、学校教育において、全てのこどもが生き生きと学ぶ環境づくりを推進するとともに、特別支援教育の充実を図ります。

	ＤＯ（実行）
	令和７年度取組実績

	
	・学校教育指導員※１の派遣　72回
・特別支援教育介助員※２の配置　延べ154人（29校に配置）
・就学相談の実施　　　　７回
・教育支援委員会の開催　６回
※１　特別な支援を必要とする幼児、児童・生徒及び保護者に対して家庭や学校での相談
　　　や指導等を行う。
※２　特別な支援を必要とする児童・生徒の介助（排泄、食事、衣服の着脱、身辺の整理整頓）を行う。

	ＣＨＥＣＫ（評価）
	事業指標①
	Ｒ６
	Ｒ７
	Ｒ８

	
	校内支援体制が整っている学校の割合(%)
	目標
	100
	100
	100

	
	
	実績
	100
	100
	

	
	
	達成率(%)
	100
	100
	

	
	
	達成状況
	Ａ
	Ａ
	

	
	事業指標②
	Ｒ６
	Ｒ７
	Ｒ８

	
	特別な支援を必要とする児童・生徒に対する特別支援教育介助員の配置の割合(%)
	目標
	100
	100
	100

	
	
	実績
	100
	80.2
	

	
	
	達成率(%)
	100
	80
	

	
	
	達成状況
	Ａ
	Ｂ
	

	
	成果と課題

	
	特別な支援を必要とする児童・生徒一人一人が適切な場で学ぶことができるよう、教育的ニーズを把握し、障がいの状況やその程度、能力、適性等を的確に判断するため、就学相談及び教育支援委員会を実施しました。保護者のニーズを可能な限り尊重し、教育、医学、心理学の専門的な見地からの意見を踏まえながら検討しました。
　また、年２回、指導主事と学校教育支援員が各校を訪問し、特別支援学級の学習・生活指導や教室環境等を確認し、校内支援体制の充実のために助言を行いました。
　特別支援学級への教育的ニーズが年々多様化し、人数も増加傾向にあります。一人一人に合った指導・支援をより工夫して行うことができるよう、児童・生徒の実態把握に努め、特別支援学級だけでなく、通常の学級をはじめとした多くの学びの場での指導・支援の充実が今後の課題です。

	
	委員からの意見

	
	



	ＡＣＴ（改善）
	今後の取組

	
	






	事業名
	４-⑦　インクルーシブ教育推進事業費
	所管課
	教育指導課

	ＰＬＡＮ（計画）
	事業概要
	共生社会の実現に向けて、全てのこどもができるだけ同じ場で共に学び、共に育つことを目指すインクルーシブ教育を推進するため、推進協力校において支援体制づくりや環境整備等について研究を行います。また、一人一人の可能性を伸ばし自己実現が図れるよう、支援が必要な児童・生徒への一貫した切れ目のない支援体制を確立します。

	ＤＯ（実行）
	令和７年度取組実績

	
	モデル校へのリソースルーム※支援員配置
・毛利台小学校42回、戸室小学校37回、玉川中学校27回
※学校内に設置され、通常の学級において、個別学習指導・支援を必要としている児童・生徒が学ぶことができる場所。

	ＣＨＥＣＫ（評価）
	事業指標①
	Ｒ６
	Ｒ７
	Ｒ８

	
	校内支援体制が整っている学校の割合(%)
	目標
	100
	100
	100

	
	
	実績
	100
	100
	

	
	
	達成率(%)
	100
	100
	

	
	
	達成状況
	Ａ
	Ａ
	

	
	成果と課題

	
	モデル校において、一人一人を大切にするインクルーシブ教育に取り組み、児童・生徒同士が共に学ぶ場面を増やす授業づくりを進め、誰もが安心して学ぶことｖｃができる学習環境や授業づくりが定着してきました。
　また、リソースルーム等における個別の指導・支援や校内支援体制の充実を図ることができました。
　今後に向けては、モデル校の取組等を通し、各学校におけるインクルーシブ教育のための支援を充実させていくことが課題です。

	
	委員からの意見

	
	

	ＡＣＴ（改善）
	今後の取組

	
	






	事業名
	４-⑧　外国籍児童・生徒等支援事業費
	所管課
	教育指導課

	ＰＬＡＮ（計画）
	事業概要
	日本語が理解できず学校生活に支障を来す外国籍児童・生徒及び帰国児童・生徒に対し、母語等の話せる日本語指導協力者を派遣するとともに、外国籍児童・生徒が多く在籍する学校で、放課後等を利用し、日本語の習得や学習補助を目的とした補習教室を開設するための支援員を派遣します。

	ＤＯ（実行）
	令和７年度取組実績

	
	　派遣等の実績は、下表のとおりです。
	日本語指導協力者の派遣
	申請受理　327人

	
	派遣実績　324人（13言語34人）

	日本語指導教室の開室
	開室回数　111回（小学校５校、中学校１校）

	
	通級人数　 81人

	
	支援員派遣 12人（延べ16人）


※日本語指導を必要とした児童・生徒は391人でした。

	ＣＨＥＣＫ（評価）
	事業指標①
	Ｒ６
	Ｒ７
	Ｒ８

	
	日本語指導が必要な児童・生徒支援のための人材派遣の割合(%)
	目標
	100
	100
	100

	
	
	実績
	97.6
	99
	

	
	
	達成率(%)
	98
	99
	

	
	
	達成状況
	Ａ
	Ａ
	

	
	事業指標②
	Ｒ６
	Ｒ７
	Ｒ８

	
	日本語指導教室の支援体制の充実度(%)
	目標
	100
	100
	100

	
	
	実績
	106.6
	98.7
	

	
	
	達成率(%)
	107
	99
	

	
	
	達成状況
	Ａ
	Ａ
	

	
	成果と課題

	
	日本語指導協力者の派遣申請をした児童・生徒に対して、99％の割合で派遣することができました。日本語指導協力者の業務では、母語支援や日本語の指導を中心に個別の学習への対応のほか、保護者への連絡や面談、易しい日本語を使ったお知らせの作成等、必要な配慮を行いました。
必要とされながら対応できていない言語等があることから、日本語指導協力者の確保及び必要に応じた効果的な派遣が課題として挙げられます。

	
	委員からの意見

	
	

	ＡＣＴ（改善）
	今後の取組

	
	





	事業名
	４-⑨　学校支援プロジェクト推進事業費
	所管課
	教育指導課

	ＰＬＡＮ（計画）
	事業概要
	児童・生徒の問題行動に対し、関係機関と連携してプロジェクトチームを組織し、一人一人に適した対応を図るとともに、指導主事や学校教育指導員が定期的に学校訪問を行い、必要な情報を収集し、問題行動の未然防止の観点から、管理職や担当教員に対し、組織的かつ効果的な児童・生徒指導について助言します。

	ＤＯ（実行）
	令和７年度取組実績

	
	訪問実績は、下表のとおりです。



	学校定期訪問
（各校原則年３回）
	小学校66回

	
	中学校34回

	プロジェクト会議
	小学校１回（１校）

	
	中学校２回（２校）





	ＣＨＥＣＫ（評価）
	事業指標①
	Ｒ６
	Ｒ７
	Ｒ８

	
	定期的な学校訪問が問題行動の未然防止に向けた児童・生徒指導の充実に効果があったと評価する学校の割合(%)
	目標
	100
	100
	100

	
	
	実績
	94.4
	100
	

	
	
	達成率(%)
	94
	100
	

	
	
	達成状況
	Ａ
	Ａ
	

	
	事業指標②
	Ｒ６
	Ｒ７
	Ｒ８

	
	プロジェクトチームを組織することにより、関係諸機関と連携した対応がより円滑に進められたと回答した学校の割合(%)
	目標
	100
	100
	100

	
	
	実績
	100
	100
	

	
	
	達成率(%)
	100
	100
	

	
	
	達成状況
	Ａ
	Ａ
	

	
	成果と課題

	
	小・中学校へ年間３回（学期ごとに１回）の訪問では、各学校が問題行動の未然防止、早期発見、適切な対応ができるよう、具体的な指導・助言に努め、児童・生徒指導の充実を図ることができました。
　また、学校だけの対応では解決することが困難な事案が増加していることから、警察や児童相談所等の外部機関との連携により、児童・生徒を様々な立場から支援・指導できるよう、具体的な対応策を提案していくことが課題です。

	
	委員からの意見

	
	

	ＡＣＴ（改善）
	今後の取組

	
	





	事業名
	４-⑩　青少年教育相談事業費
	所管課
	青少年教育相談センター

	ＰＬＡＮ（計画）
	事業概要
	学校生活等において悩みを抱える青少年やその保護者に対し、青少年心理相談員※1、家庭訪問相談員※2及び教育ネットワークコーディネーター※3が教育相談を行います。また、小学校へスクールカウンセラーを派遣、小・中学校へ「こころスマイル支援員※4」を配置し、児童・生徒や保護者、教職員からの相談に対応します。さらに、複雑化・多様化するケースについては、関係機関等と連携し、学校に対して専門的助言・援助を行います。

※１　児童・生徒、保護者、教職員に対し、心理的課題の解決に向け、専門的な立場から助言をします。
資格：公認心理師、臨床心理士、学校心理士いずれかを有するもの。
※２　様々な課題を抱える児童・生徒に対して家庭訪問を通して、相談活動や登校支援などの対応を目的としています。
※３　支援が必要な保護者を対象に、児童・生徒が抱える様々な課題解決へ向けて対応を図ります。
※４　児童・生徒が悩み等を気軽に相談できる環境を整備し、学校生活への適応に課題を抱えた児童・生徒への登校や学習の支援をします。

	ＤＯ（実行）
	令和７年度取組実績

	
	　相談活動の実績は、下表のとおりです。
	教育相談
（青少年心理相談員、家庭訪問相談員、教育ネットワークコーディネーター）
	来所3,123件、家庭訪問220件、電話655件、メール36件、同行支援５件、間接的支援395件、緊急対応４件

	学校コンサルテーション※
	60ケース実施

	スクールカウンセラー派遣
	相談3,752件、派遣355回

	こころスマイル支援員配置
	配置回数4,009回


　※専門的援助が必要と考えられるケースを持つ学校に対して指導主事及び相談員が行う支援等。

	ＣＨＥＣＫ（評価）
	事業指標①
	Ｒ６
	Ｒ７
	Ｒ８

	
	青少年心理相談員との教育相談を通して好ましい変化が見られるようになった割合(%)
	目標
	98
	90
	90

	
	
	実績
	89.7
	92.1
	

	
	
	達成率(%)
	92
	102
	

	
	
	達成状況
	Ａ
	Ａ
	

	
	事業指標②
	Ｒ６
	Ｒ７
	Ｒ８

	
	こころスマイル支援員に関わった児童・生徒の満足度(%)
	目標
	94
	94
	94

	
	
	実績
	87
	91.7
	

	
	
	達成率(%)
	93
	98
	

	
	
	達成状況
	Ａ
	Ａ
	





	ＣＨＥＣＫ（評価）
	成果と課題

	
	相談者と目標を明確にして見通しをもった相談活動をすることで、主訴改善に向かったケースが多くありました。こころスマイル支援員の研修を充実させたことにより、「心の居場所」としての役割に加え、校内教育支援センターのスタッフとしての不登校の段階に応じた支援や家庭訪問など、各学校の課題に応じて幅広い支援に対応することができました。課題として、不登校や発達に関する相談件数は高い水準で推移するとともに、背景にある家庭の問題も複雑化・多様化し、相談の長期化が挙げられます。

	
	委員からの意見

	
	

	ＡＣＴ（改善）
	今後の取組

	
	







	事業名
	４-⑪　登校支援推進事業費
	所管課
	青少年教育相談センター

	ＰＬＡＮ（計画）
	事業概要
	不登校を未然に防ぐため、毎月実施する学校計画訪問を通して状況把握を行い、課題改善に向けた校内の教育相談体制の構築を支援し、学校と連携した不登校対策を実施します。また、不登校児童・生徒が安心して落ち着ける居場所「校内教育支援センター　フリールーム」における支援の充実に取り組み、不登校の改善や社会的自立を目指します。

	ＤＯ（実行）
	令和７年度取組実績

	
	　会議等実施状況は、下表のとおりです。
	各種会議・ケース研究会
	不登校対策推進連絡会議（２回）
不登校対策推進実践連絡会議（２回）
教育相談コーディネーター※１連絡会議（４回）
課題改善ケース研究会参加（18校）

	児童・生徒支援推進アドバイザー※２の派遣
	32回

	学校教育指導員による学校訪問等
	学校計画訪問（360回）

	別室指導を受けた児童・生徒数
	645人

	「校内教育支援センター　フリールーム」モデル校に非常勤講師を配置
	中学校　４校

	その他
	「厚木市校内教育支援教室　運営の手引き」及び「不登校児童・生徒への段階に応じた支援のヒント」改訂、「厚木市　不登校相談リーフレット」改訂


※１　校内の連絡調整、こども・担任・保護者のニーズの把握、ケース会議の運営、関係機関との連絡・調整などを行います。
※２　教職員を対象に、学校で実施する校内研修会や事例研究会、教育委員会で開催する連絡会議等で講義や指導・助言を行います。

	ＣＨＥＣＫ（評価）
	事業指標①
	Ｒ６
	Ｒ７
	Ｒ８

	
	不登校の児童・生徒が登校支援によって改善した割合(%)
※R7実績は見込値
	目標
	83
	76.5
	77

	
	
	実績
	76.2
	76.2※
	

	
	
	達成率(%)
	92
	99
	

	
	
	達成状況
	Ａ
	Ａ
	










	ＣＨＥＣＫ（評価）
	成果と課題

	
	「学校の状況に応じた不登校の未然防止とチーム支援～校内教育支援センターにおける居場所づくり、学びの場の保障～」を重点目標に、研修会や学校計画訪問等を通して学校に働きかけ、不登校の改善につなげることができました。また、不登校児童・生徒が安心して過ごせる校内の「居場所と学びの場づくり」を推進し、校内教育支援センターの取組を充実させることができました。フリールームのモデル校４校には非常勤講師を配置し、不登校生徒の登校日数の増加や社会的自立に向けた変容が見られました。
不登校の状況の多様化・複雑化に対応するため、校内支援体制の充実や教職員の教育相談力の向上を目指すとともに、多様なニーズを持つ児童・生徒を集団の中でどう支援していくか等、誰もが安心できる学級づくり、授業づくりという不登校の未然防止の取組の充実や関係機関との連携をより一層充実させる必要があります。

	
	委員からの意見

	
	

	ＡＣＴ（改善）
	今後の取組

	
	





	事業名
	４-⑫　教育支援教室運営事業費
	所管課
	青少年教育相談センター

	ＰＬＡＮ（計画）
	事業概要
	不登校児童・生徒が、小集団での学習や体験活動を通して心の安定を図り、社会的自立を目指していけるように、個に応じた支援や学習指導を行います。また、保護者を対象にセミナーを行い、情報交換と保護者同士のネットワークづくりを推進します。

	ＤＯ（実行）
	令和７年度取組実績

	
	次の教育支援教室を開設し、様々な要因で学校に行けない児童・生徒に対し、社会的自立を目指して相談・指導を行いました。
	No.
	教室種類
	通室状況
	対象
	開設場所

	①
	なかま教室※１
	７人（うち改善７人）
	中学生
	厚木中学校敷地内

	②
	なかまルーム※２
	14人（うち改善14人）
	小・中学生
	市役所第二庁舎６階

	③
	出前なかまルーム※３
	42人
	
	公民館


「1 なかま教室」、「②なかまルーム」の見学及び体験者は40人でした。
　　集団体験活動の参加人数は、306人でした。
※１　学校に近い環境を整え、情緒の安定、人間関係の改善、学習の自信回復を図りながら、社会的自立を目指すことのできる場所。
※２　自分のペースで学んだり、いろいろな体験活動に参加したりして、心と体の元気を取り戻し、社会的自立を目指すことのできる場所。
※３　公民館において制作活動やレクリエーション等の体験活動及び状態に応じた支援・指導を行うことを通して、状態の改善を目指すことのできる場所。

	ＣＨＥＣＫ（評価）
	事業指標①
	Ｒ６
	Ｒ７
	Ｒ８

	
	教育支援教室での指導により登校できるようになった、又は好ましい変化が見られるようになった通室生の割合(%)
	目標
	100
	100
	100

	
	
	実績
	96.1
	100
	

	
	
	達成率(%)
	96
	100
	

	
	
	達成状況
	Ａ
	Ａ
	

	
	成果と課題

	
	二つの教育支援教室の特長をいかし、小集団での体験活動や個に応じた学習指導を通して、人間関係の改善や集団生活への適応を目指すとともに、社会的自立をねらいとしたきめ細かな指導・支援を推進してきました。
また、体験活動プログラム等の活動を充実させ、多様な居場所の提供に努めました。その成果として、通室の回数が増え、交流行事に参加できるようになったり、生活リズムが改善されたりと、学校復帰に向けて少しでも改善が見られるようになった児童・生徒が多く、中学校卒業後の進路にもつなげることができました。
今後に向けて、体験活動プログラムや出前なかまルーム等のアウトリーチ支援をより一層充実させ、通室につながっていない児童・生徒の学びのきっかけ作りを推進していくことが課題です。

	
	委員からの意見

	
	

	ＡＣＴ（改善）
	今後の取組

	
	





基本方針５　家庭・地域・学校の協働の推進


	事業名
	５-①　地域学校協働活動事業費
	所管課
	市民協働推進課

	ＰＬＡＮ（計画）
	事業概要
	地域、学校、公民館が連携・協働して地域のこどもたちを育むとともに、持続的で特色のある地域づくりを進めるため、地域学校協働活動を推進する体制を確立させます。
地域学校協働活動を推進するための研修やフォーラムを開催します。

	ＤＯ（実行）
	令和７年度取組実績

	
	既に配置した11地区に加え、４地区７校に各１名の地域学校協働活動推進員を委嘱しました。
	地区
	学校

	厚木北地区（厚木北公民館）
	厚木小学校、厚木中学校

	睦合北地区（睦合北公民館）
	三田小学校、睦合中学校

	睦合西地区（睦合西公民館）
	林中学校

	南毛利南地区（愛甲公民館）
	愛甲小学校、東名中学校


　また、地域学校協働活動を推進するため研修会等を開催しました。

	ＣＨＥＣＫ（評価）
	事業指標①
	Ｒ６
	Ｒ７
	Ｒ８

	
	地域学校協働活動推進員を委嘱した地区数（累計）（地区）
	目標
	11
	15
	15

	
	
	実績
	11
	15
	

	
	
	達成率(%)
	100
	100
	

	
	
	達成状況
	Ａ
	Ａ
	

	
	成果と課題

	
	地域学校協働活動推進員が学校と公民館及び地域をつなぐパイプ役となり、対象学校と連携・協働しながら活動を行いました。
地域学校協働活動を推進するため、今後も地域学校協働活動推進員を始めとした活動に係る協力者を確保していく必要があります。

	
	委員からの意見

	
	

	ＡＣＴ（改善）
	今後の取組

	
	







	事業名
	５-②　家庭教育学級交付金
	所管課
	市民協働推進課

	ＰＬＡＮ（計画）
	事業概要
	教育の出発点である家庭教育の充実を図るため、幼稚園保護者会、小・中学校ＰＴＡ等が家庭教育学級を開設できるように支援し、交付金を交付します。

	ＤＯ（実行）
	令和７年度取組実績

	
	各幼稚園保護者会、小・中学校ＰＴＡ等に家庭教育学級交付金を交付し、家庭教育の充実を支援しました。

	ＣＨＥＣＫ（評価）
	事業指標①
	Ｒ６
	Ｒ７
	Ｒ８

	
	家庭教育支援事業に参加した保護者の家庭教育への有効度(%)
（家庭教育学級参加者アンケート結果）
	目標
	97.5
	97.5
	97.5

	
	
	実績
	95.3
	96.9
	

	
	
	達成率(%)
	98
	99
	

	
	
	達成状況
	Ａ
	Ａ
	

	
	成果と課題

	
	各幼稚園保護者会、小・中学校ＰＴＡ等で家庭教育学級を実施し、参加者へのアンケートを集計した結果、有効度がほぼ目標値に近い数値となり、一定の効果を得ることができました。今後も、目標値を達成できるように、家庭教育学級開設者向けの手引きを更新するなど情報提供の充実に努める必要があります。

	
	委員からの意見

	
	

	ＡＣＴ（改善）
	今後の取組

	
	






	事業名
	５-③　家庭教育情報提供事業費
	所管課
	市民協働推進課

	ＰＬＡＮ（計画）
	事業概要
	家庭教育の必要性や重要性を啓発するとともに、家庭教育に必要な情報を提供するために、幼児、児童・生徒等の保護者などを対象に講演会等を開催します。

	ＤＯ（実行）
	令和７年度取組実績

	
	家庭教育情報提供事業（講演会２回、映画上映会１回）を３回実施し、幼稚園児、小・中学生の保護者などに向けて家庭教育の必要性や重要性の啓発を行いました。
第１回　令和７年９月30日:講演会「今知って守ろう　こどものお口と健康」
第２回　令和８年１月30日:講演会「「その子らしさ」を活かす子育て」
第３回　令和８年２月24日:映画上映会「今日も嫌がらせ弁当」※
　　　　※家庭教育につながる題材の映画を上映

	ＣＨＥＣＫ（評価）
	事業指標

	
	５－②　家庭教育学級交付金と共通

	
	成果と課題

	
	参加者へのアンケートを集計した結果、有効度がほぼ目標値に近い数値となり、保護者の方へ家庭教育に関する必要な情報提供の機会を設けることができ、参加者への啓発を図ることができました。今後も、家庭教育の必要性や重要性について、引き続き啓発していく必要があります。

	
	委員からの意見

	
	

	ＡＣＴ（改善）
	今後の取組

	
	






	事業名
	５-④　コミュニティ・スクール推進事業費
	所管課
	教育指導課

	ＰＬＡＮ（計画）
	事業概要
	学校・保護者・地域が協働しながら、こどもたちの豊かな学びと健やかな成長を支えていく、学校運営協議会制度「コミュニティ・スクール」（以下「ＣＳ」という。）の活動を支援します。

	ＤＯ（実行）
	令和７年度取組実績

	
	ＣＳ活動の更なる推進を図るため各種研修を実施しました。また、地域学校協働活動との一体的・効果的な取組を進め、学校運営協議会活動の更なる活性化を図るため、関係各課の担当者と情報共有を行い、今後の進め方等について検討しました。
【研修実績】
　指導主事研修（１回）
新任委員研修（１回）
学校運営協議会会長及び副会長向け研修（１回）
学校運営協議会会長研修（１回）
要望研修（２校）

	ＣＨＥＣＫ（評価）
	事業指標①
	Ｒ６
	Ｒ７
	Ｒ８

	
	学校アンケート「ＣＳの導入により、学校と地域との距離は近くなったと思うか」で「はい」と回答した学校の割合(%)
	目標
	87
	93
	100

	
	
	実績
	80.6
	97.2
	

	
	
	達成率(%)
	93
	105
	

	
	
	達成状況
	Ａ
	Ａ
	

	
	成果と課題

	
	学校運営協議会会長等向け研修は、会長同士の情報交換の場としても有意義なものになりました。また、協議会ごとの様々な悩みや課題、取組状況の差に対応するため、各校からの要望を受け研修内容を決定する「要望研修」を実施し、好評を得ました。
要望研修については、委員の認知度が低いため、より多くの協議会に活用してもらえるよう、学校だけではなく委員にも周知を図ることが課題です。

	
	委員からの意見

	
	

	ＡＣＴ（改善）
	今後の取組

	
	





基本方針６　地域主体で取り組む社会教育の振興


	事業名
	６-①　厚木北公民館整備事業費
	所管課
	市民協働推進課

	ＰＬＡＮ（計画）
	事業概要
	社会教育及び地域コミュニティの活動拠点としての機能充実を図るため、厚木北公民館の再整備を進め、令和６年度中の完成を目指します。

	ＤＯ（実行）
	令和７年度取組実績

	
	令和６年度内に引渡しを受けて、令和７年４月７日供用開始しました。

	ＣＨＥＣＫ（評価）
	事業指標①
	Ｒ６
	Ｒ７
	Ｒ８

	
	「厚木市公共施設個別施設計画」に基づく取組の実施
	目標
	新築工事完了
	供用開始
	―

	
	
	実績
	新築工事完了
	供用開始
	

	
	
	達成率(%)
	100
	100
	

	
	
	達成状況
	Ａ
	Ａ
	

	
	成果と課題

	
	令和６年度内に引渡しを受けて、令和７年４月７日供用開始しました。

	
	委員からの意見

	
	

	ＡＣＴ（改善）
	今後の取組

	
	







	事業名
	６-②　公民館活動事業費
	所管課
	市民協働推進課

	ＰＬＡＮ（計画）
	事業概要
	地域の特性をいかした各種事業を開催し、地域コミュニティの充実を図るとともに、各種学級・講座を通して市民の教養の向上等を図ります。

	ＤＯ（実行）
	令和７年度取組実績

	
	・全公民館参加者合計
　　　　　　7,776人
・「世代の課題を捉えた講座」「現代的課題に関する講座」「家庭教育の充実に関する講座」「地域の学習課題を捉えた講座」という四つの柱を設け、地域特性をいかした多彩な事業を市内15 の公民館で実施しました。

	ＣＨＥＣＫ（評価）
	事業指標①
	Ｒ６
	Ｒ７
	Ｒ８

	
	学級・講座参加者の満足度(%)
	目標
	79.6
	81.3
	83

	
	
	実績
	68.5
	69.7
	

	
	
	達成率(%)
	86
	86
	

	
	
	達成状況
	Ｂ
	Ｂ
	

	
	成果と課題

	
	地域住民の教養の向上や健康増進、情操の純化、生活文化の振興、社会福祉の増進などに寄与するために、それぞれの地域の特性をいかした事業を実施し、自ら学び共に成長するまちづくりを推進できました。
今後も、地域コミュニティの更なる充実を図るため、地域の特性をいかした事業を継続していく必要があります。

	
	委員からの意見

	
	

	ＡＣＴ（改善）
	今後の取組

	
	





基本方針７　地域文化の振興と自主的な学びの支援


	事業名
	７-①　図書館整備事業費
	所管課
	中央図書館

	ＰＬＡＮ（計画）
	事業概要
	中町第２－２地区に整備される複合施設内に、市民の学び、成長、楽しみに役立つ情報拠点となる新図書館を整備します。

	ＤＯ（実行）
	令和７年度取組実績

	
	未来・図書館の目指すべき姿（基本理念）と実現するための方針（基本方針）を始め、提供サービスや管理運営体制、開館時間などの運営条件の方向性を示す「厚木市未来・図書館管理運営方針」を策定しました。
また、図書館機能及び連携機能の整備に係る空間デザインの監修や、書架、造作家具、テーブルや椅子等の什器、案内サイン等の設計、製作及び調達業務について、公募型プロポーザルにて事業者を選定し、書架設計に着手したほか、カフェ運営事業者についても、公募型プロポーザルにて選定を行いました。

	ＣＨＥＣＫ（評価）
	事業指標①
	Ｒ６
	Ｒ７
	Ｒ８

	
	新たな図書館に向けた進捗状況
	目標
	実施設計及び建設工事
	建設工事
	建設工事

	
	
	実績
	実施設計及び建設工事
	建設工事
書架設計等
	

	
	
	達成率(%)
	100
	100
	

	
	
	達成状況
	Ａ
	Ａ
	

	
	成果と課題

	
	本体建設工事の進捗に合わせ、整備業務を進めることができました。
今後も供用開始に向け、着実に事業を推進します。

	
	委員からの意見

	
	

	ＡＣＴ（改善）
	今後の取組

	
	







	事業名
	７-②　電子図書館事業費
	所管課
	中央図書館

	ＰＬＡＮ（計画）
	事業概要
	読書活動を推進するため、いつでもどこでも、365日24時間、インターネットを通じて、電子書籍の検索、貸出、返却、閲覧が可能な電子図書館サービスを提供します。

	ＤＯ（実行）
	令和７年度取組実績

	
	電子図書館の利用促進を図るため、雑誌の電子版を追加するとともに、複数人で電子書籍を利用できるマルチライセンスの書籍を充実したほか、PR活動や様々なテーマで特集を実施しました。
また、市立中学生に図書館カードを交付しました。

	ＣＨＥＣＫ（評価）
	事業指標①
	Ｒ６
	Ｒ７
	Ｒ８

	
	電子書籍貸出点数（点）
	目標
	13,000
	14,000
	15,000

	
	
	実績
	17,976
	27,734
	

	
	
	達成率(%)
	138
	198
	

	
	
	達成状況
	Ａ
	Ａ
	

	
	成果と課題

	
	令和３年10月に電子図書館を導入して以降、貸出者数は増加傾向にあり、目標値を上回りました。更なる利用促進を図るため、電子書籍を充実させるとともに、ＰＲ活動を継続していきます。

	
	委員からの意見

	
	

	ＡＣＴ（改善）
	今後の取組

	
	






	事業名
	７-③　あつぎ郷土博物館活動推進事業費
	所管課
	文化魅力創造課

	ＰＬＡＮ（計画）
	事業概要
	博物館活動の推進を図り、生涯学習の拠点として、ふるさと厚木の文化や歴史、自然に触れて郷土愛を育むとともに、生涯にわたって学べる機会の充実を図ります。

	ＤＯ（実行）
	令和７年度取組実績

	
	基本展示室内の融合展示スペースを触察展示「－めざせ『ユニバーサルミュージアム』－触って 比べる あつぎ展」とし、展示手法の多様化とインクルーシブ化を進めました。
令和11年度までの継続事業として、市を代表する文学者である和田傳作品の復刻を開始し、7月1日には第1弾として『和田傳　短編集【令和版】第一巻　少年少女に贈る五つの物語』を刊行しました。
ワークショップを各種開催しました。

	ＣＨＥＣＫ（評価）
	事業指標①
	Ｒ６
	Ｒ７
	Ｒ８

	
	あつぎ郷土博物館の講座及び展示における満足度(%)
	目標
	96
	98
	100

	
	
	実績
	90.4
	89.7
	

	
	
	達成率(%)
	94
	92
	

	
	
	達成状況
	Ａ
	Ａ
	

	
	成果と課題

	
	本市に係る事象について自然科学、人文科学の各分野から解説し、総合的に理解することを目的として展示を行いました。
12団体の見学、市内４校の小学生の見学のほか幼稚園・保育園、大学の見学を受け入れました。また、講座等を８回開催し、参加者は106人でした。
生涯学習の拠点としての役割を果たすため、更に広い層の市民の方々等に対してアピールし、来館者を増やすことが課題です。

	
	委員からの意見

	
	

	ＡＣＴ（改善）
	今後の取組

	
	





	事業名
	７-④　あつぎ郷土博物館特別展示事業費
	所管課
	文化魅力創造課

	ＰＬＡＮ（計画）
	事業概要
	各種展示、講座の開催等を通じ生涯学習の拠点としてあつぎ郷土博物館が行ってきた歴史、民俗、生物分野に関する研究や調査の知見に基づき、展示会、講演会等を実施し、研究等の成果を市民に還元します。

	ＤＯ（実行）
	令和７年度取組実績

	
	・特別展示「寿　―毛利家と共に―」１月24日～３月１日　5,338人
・友好都市展示「いとまんの文化と自然」７月19日～９月７日　5,116人
・企画展示「記録されたあつぎの災害　―地震・神鳴り・禍事・やまひ―」4,555人

	ＣＨＥＣＫ（評価）
	事業指標

	
	７-③　あつぎ郷土博物館活動推進事業費と共通

	
	成果と課題

	
	特別展示及び友好都市展示、企画展示の関連講座を14回開催し、参加者は692人でした。
また、各展示会の展示解説や、市内小学校のほか各団体の見学を受け入れました。
生涯学習の拠点としての役割を果たすため、更に広い層の市民の方々等に対してＰＲし、来館者を増やすことが課題です。

	
	委員からの意見

	
	

	ＡＣＴ（改善）
	今後の取組

	
	





	事業名
	７-⑤　市史編さん事業費
	所管課
	文化魅力創造課

	ＰＬＡＮ（計画）
	事業概要
	本市の歴史的変遷及び古くから営まれてきた生活や民俗を明らかにし後世に継承するため、「厚木市史」の発刊を目指し、歴史資料の調査、収集、分類及び整理を行います。

	ＤＯ（実行）
	令和７年度取組実績

	
	『厚木市史』を発刊するための編集作業を実施するとともに、市史編さん事業を広く周知するため、『厚木市史たより』の発行及び歴史講座等を実施しました。

	ＣＨＥＣＫ（評価）
	事業指標①
	Ｒ６
	Ｒ７
	Ｒ８

	
	市史発行数（冊）
	目標
	15
	16
	16

	
	
	実績
	15
	15
	

	
	
	達成率(%)
	100
	94
	

	
	
	達成状況
	Ａ
	Ａ
	

	
	成果と課題

	
	『厚木市史』近代資料編（２）で採用する史料の選別はほぼ終わり、足りない史料を探すため関係機関への調査を行う必要があります。
『厚木市史資料叢書』13厚木の自由民権運動―活躍する民権家たち―は、印刷依頼の段階にあり、令和８年度に発刊する予定です。

	
	委員からの意見

	
	

	ＡＣＴ（改善）
	今後の取組

	
	





	事業名
	７-⑥　郷土芸能事業費
	所管課
	文化魅力創造課

	ＰＬＡＮ（計画）
	事業概要
	厚木市の誇るべき郷土芸能を後世に継承するため、児童・生徒を始め全ての市民が鑑賞できる機会を数多く設けます。また、後継者育成のため、体験教室や郷土芸能学校を開設します。

	ＤＯ（実行）
	令和７年度取組実績

	
	・保育所、幼稚園、小・中学校、高校、大学、公民館等での公演（郷土芸能普及公演）
・郷土芸能まつりの開催
・小学校、大学、公民館等に出向いて出前体験講座を実施
・郷土芸能学校の開校　
・商業施設での人形芝居ワークショップの実施

	ＣＨＥＣＫ（評価）
	事業指標①
	Ｒ６
	Ｒ７
	Ｒ８

	
	郷土芸能の公演及び体験講座の参加者数（人）
	目標
	8,700
	8,750
	8,800

	
	
	実績
	5,379
	4,719
	

	
	
	達成率(%)
	62
	54
	

	
	
	達成状況
	Ｃ
	Ｃ
	

	
	成果と課題

	
	市内小学校、幼稚園等を対象に、普及公演を実施したほか、第23回郷土芸能まつり（郷土芸能発表会・相模人形芝居特別公演）を開催しました。また、出前体験教室や相模人形芝居普及公演で体験講座を実施したほか、７月から10月に掛けて、郷土芸能学校を延べ８回実施しました。より多くの学校等からの開催要請や、参加者を増加させることが課題です。

	
	委員からの意見

	
	

	ＡＣＴ（改善）
	今後の取組

	
	





	事業名
	７-⑦　読書活動へのアプローチの実施
	所管課
	中央図書館

	ＰＬＡＮ（計画）
	事業概要
	読書活動の習慣化と読書が好きなこどもの育成を図るため、こどもの発達段階に応じた読書活動へのアプローチを実施します。

	ＤＯ（実行）
	令和７年度取組実績

	
	中央図書館、アミューあつぎSola及び保健福祉センターにおいてブックスタート事業を開催したほか、子育て支援センターや青少年課、健康医療課が実施する各種イベントとも連携し、参加しやすい環境づくりに努めました。
こども読書マラソンや図書館クイズラリー、人形劇などの多様な行事を開催し、こどもたちが楽しく読書に親しめる機会を創出しました。
市制70周年記念事業として、わらべうた講座やミュージカル、絵本作家を招いての読み聞かせと工作ワークショップを実施し、図書館への来館を促進しました。
小中学校等へ推薦図書リストを配布し、学校と連携した読書支援を行ったほか、「結ぶプロジェクト」として市立中学校への予約図書貸出サービスの実施や、市立中学生への図書館カードの交付など、図書資料へのアクセス向上に努めました。

	ＣＨＥＣＫ（評価）
	事業指標①
	Ｒ６
	Ｒ７
	Ｒ８

	
	出生児数に対するブックスタート参加率(%)
	目標
	47
	48
	49

	
	
	実績
	37.8
	39.7
	

	
	
	達成率(%)
	80
	83
	

	
	
	達成状況
	Ｂ
	Ｂ
	

	
	成果と課題

	
	令和６年３月に策定した、第４次厚木市子ども読書活動推進計画に基づき、「読書大好きあつぎっ子」を育成するために、こどもの発達段階に応じた読書活動の推進を図ることができました。
更なるこども読書活動の推進を図るため、家庭・地域・学校・ボランティアの連携の強化と、家庭や地域への情報提供の方法が課題となります。

	
	委員からの意見

	
	

	ＡＣＴ（改善）
	今後の取組

	
	





基本方針８　スポーツ活動の推進


	事業名
	８-①　市民スポーツ活動推進事業費
	所管課
	スポーツ魅力創造課

	ＰＬＡＮ（計画）
	事業概要
	多くの市民にスポーツに触れる機会を提供するため、ニュースポーツを体験するスポーツなじみＤＡＹなどを開催します。

	ＤＯ（実行）
	令和７年度取組実績

	
	参加人数　1,124人
【内訳】
スポーツなじみＤＡＹ(第１回)　297人
スポーツなじみＤＡＹ(第２回)　476人
スポーツなじみＤＡＹ(第３回)　351人

	ＣＨＥＣＫ（評価）
	事業指標①
	Ｒ６
	Ｒ７
	Ｒ８

	
	スポーツ行事の参加者数（人）
※８-①②の事業の参加者数の合計
	目標
	18,300
	18,300
	18,300

	
	
	実績
	10,960
	11,363
	

	
	
	達成率(%)
	60
	62
	

	
	
	達成状況
	Ｃ
	Ｃ
	

	
	成果と課題

	
	第２回は雨天の影響により開催時間が短縮されたものの、参加者数は昨年度（1,168人）と同程度を維持することができました。
第３回では、神奈川リハビリテーション病院と連携しチェアスキーのVR体験を実施するなど、障がい者スポーツの普及に努めました。また、NPO法人厚木スポーツクラブとの協力により、ハンドボールやストラックアウト（野球）といった新規種目を追加し、事業の魅力向上を図ることができました。
参加者数の増加を図るため、新規種目を追加するなどの対応が必要です。

	
	委員からの意見

	
	

	ＡＣＴ（改善）
	今後の取組

	
	







	事業名
	８-②　スポーツ推進事業補助金
	所管課
	スポーツ魅力創造課

	ＰＬＡＮ（計画）
	事業概要
	（公財）厚木市スポーツ協会が行う生涯スポーツの普及・推進事業に要する経費に対して補助金を交付し、スポーツ人口の拡大を図ります。

	ＤＯ（実行）
	令和７年度取組実績

	
	参加人数　10,239人
【内訳】
スポーツ教室(33教室)　1,059人
スポーツフェスティバル　127人
競技別市民選手権大会(24大会)　4,751人
スポーツ大会(８大会)　3,782人
あつぎウォーク　520人

	ＣＨＥＣＫ（評価）
	事業指標

	
	８-①　市民スポーツ活動推進事業費と共通

	
	成果と課題

	
	各スポーツ教室、大会等を実施したことにより、生涯スポーツの普及促進、競技力の向上、スポーツによる人口交流の拡大、こどもの体力向上を図ることができました。
　参加者数の増加を図るため、魅力的な内容での開催をすることに加え、大会規模の拡大等を検討する必要があります。

	
	委員からの意見

	
	

	ＡＣＴ（改善）
	今後の取組

	
	






	事業名
	８-③　あつぎスポーツアカデミー推進事業補助金
	所管課
	スポーツ魅力創造課

	ＰＬＡＮ（計画）
	事業概要
	（公財）厚木市スポーツ協会が行う、あつぎスポーツアカデミー事業に補助金を交付し、将来のトップアスリートを目指すジュニアの育成や指導者の養成などを行います。

	ＤＯ（実行）
	令和７年度取組実績

	
	参加人数　625人
【内訳】
運動能力開発事業(５歳～小学６年生)　５事業　 85人
競技力向上事業(中学生)　　　　　　　６事業　540人

	ＣＨＥＣＫ（評価）
	事業指標①
	Ｒ６
	Ｒ７
	Ｒ８

	
	あつぎスポーツアカデミー参加者アンケートの総合的な満足度において「とても満足」及び「やや満足」と回答した人の割合(%)
	目標
	100
	100
	100

	
	
	実績
	89
	88.8
	

	
	
	達成率(%)
	89
	89
	

	
	
	達成状況
	Ｂ
	Ｂ
	

	
	成果と課題

	
	未就学児から小学生までに対しては、運動や各競技を通じて運動能力の向上を図りました。中学生に対しては、トップアスリートを講師に招き、競技力の向上を図りました。 　アンケート結果を精査し、各競技種目に合わせたトップアスリートの更なる輩出を目指した事業を開催する必要があります。

	
	委員からの意見

	
	

	ＡＣＴ（改善）
	今後の取組

	
	





	事業名
	８-④　市民体力向上推進事業費
	所管課
	スポーツ魅力創造課

	ＰＬＡＮ（計画）
	事業概要
	幼児から高齢者までの幅広い世代の体力向上や健康増進を図るために著名人による講演会等の実施や学校法人日本体育大学との連携を通じて、市民のスポーツへの関心を高め、スポーツ人口の拡大とトップアスリートの輩出を図ります。

	ＤＯ（実行）
	令和７年度取組実績

	
	参加人数　337人
【内訳】
厚木はやぶさＦＣ連携事業 市立保育園サッカー教室　          80人
日本体育大学連携事業 2025スポーツキャンプイン日体大    　 19人
木下テーブルテニスクラブ　トップアスリート卓球クリニック　115人
元プロ野球選手　少年野球クリニック　123人

	ＣＨＥＣＫ（評価）
	事業指標①
	Ｒ６
	Ｒ７
	Ｒ８

	
	講師派遣事業の参加者数（人）
	目標
	800
	800
	800

	
	
	実績
	453
	337
	

	
	
	達成率(%)
	57
	42
	

	
	
	達成状況
	Ｄ
	Ｄ
	

	
	成果と課題

	
	本事業を通じて、幼児から高齢者まで幅広い年代に対してスポーツへの興味関心を高めることができました。
令和７年度については卓球及び野球を実践する機会を新たに設けました。講演形式ではないため参加人数に限りがあったものの、参加者からは好意的な声を聴くことができました。今後についても多くの参加者を募ることに加え、質の高い事業を展開していきます。

	
	委員からの意見

	
	

	ＡＣＴ（改善）
	今後の取組

	
	





	事業名
	８-⑤　スポーツ推進委員養成事業費
	所管課
	スポーツ魅力創造課

	ＰＬＡＮ（計画）
	事業概要
	地域におけるスポーツ・レクリエーションの普及・推進のため、地域のリーダーとしてふさわしいスポーツ推進委員の養成のための研修会などを行います。

	ＤＯ（実行）
	令和７年度取組実績

	
	参加人数　953人
【内訳】
スポーツ推進委員会議等　　15回　323人
主催した研修会、体験会等　10回　234人
参加した研修会・大会等　　５回　 87人
事業協力　　　　　　　　　７回　309人
※以下７回事業
スポーツなじみDAY（１回目及び３回目）、厚木市民スポーツ大会、あつぎウォーク、
あつぎマラソン、あつぎスポーツレクリエーションフェスティバル（スポーツなじみDAY２回目）、あつぎ駅伝競走大会

	ＣＨＥＣＫ（評価）
	事業指標①
	Ｒ６
	Ｒ７
	Ｒ８

	
	スポーツ指導者養成研修等参加者数（人）
	目標
	1,130
	1,140
	1,150

	
	
	実績
	1,035
	953
	

	
	
	達成率(%)
	92
	84
	

	
	
	達成状況
	Ａ
	Ｂ
	

	
	成果と課題

	
	各種研修会や大会に積極的に参加し、スポーツ推進委員の養成に努めました。
また、様々なニュースポーツが体験できるスポーツなじみＤＡＹを開催し、市民等へのニュースポーツの普及啓発を行いました。
さらに、スポーツ推進委員で考案したセストシューターについては、小学校や短期大学への指導及び他市町村スポーツ推進委員へ研修交流会を開催し、競技の理解を深めるとともにセストシューターの普及啓発にも努めました。
今年度、参加人数の減少については、協力事業数や主催した体験会数が減少したことによるものと考えられます。引き続き、委員が主催及び参加できる研修会等の機会の創出が必要です。

	
	委員からの意見

	
	

	ＡＣＴ（改善）
	今後の取組

	
	





	事業名
	８-⑥　競技団体選手強化事業交付金
	所管課
	スポーツ魅力創造課

	ＰＬＡＮ（計画）
	事業概要
	競技力向上を図るため、競技団体が全国大会や県大会等に選手を派遣する際に実施する強化合宿及び強化練習会等の事業に対し、交付金を交付します。

	ＤＯ（実行）
	令和７年度取組実績

	
	交付団体数　２団体
【内訳】
厚木市スキー協会
厚木市陸上競技協会

	ＣＨＥＣＫ（評価）
	事業指標①
	Ｒ６
	Ｒ７
	Ｒ８

	
	全国大会出場者数（人）
	目標
	530
	530
	530

	
	
	実績
	527
	497
	

	
	
	達成率(%)
	99
	94
	

	
	
	達成状況
	Ａ
	Ａ
	

	
	成果と課題

	
	選手強化事業交付金の交付団体が２団体あり、大会に参加する選手の強化支援ができました。
全国大会出場者数の増加を図るため、市内で活動している個人・団体等の情報を積極的に収集するとともに、選手の激励を目的とした市長表敬訪問の案内を随時行う必要があります。

	
	委員からの意見

	
	

	ＡＣＴ（改善）
	今後の取組

	
	





	事業名
	８-⑦　全国大会等出場奨励事業費
	所管課
	スポーツ魅力創造課

	ＰＬＡＮ（計画）
	事業概要
	競技力向上を図るため、国際大会、全国大会に出場する市民に奨励金を交付します。

	ＤＯ（実行）
	令和７年度取組実績

	
	奨励金交付件数　189件（497人）
【内訳】
国際大会　９件（９人）
全国大会　180件（488人）

	ＣＨＥＣＫ（評価）
	事業指標

	
	８-⑥　競技団体選手強化事業交付金と共通

	
	成果と課題

	
	多くの市民の方々が全国大会等に出場し、奨励金の交付を通じて有望な競技者を支援することができました。
今後も制度についての周知を図るとともに、選手の激励を目的として奨励金交付対象者に市長表敬訪問の案内を随時行う必要があります。

	
	委員からの意見

	
	

	ＡＣＴ（改善）
	今後の取組

	
	





	事業名
	８-⑧　グラウンド・ゴルフ場整備事業費
	所管課
	スポーツ魅力創造課

	ＰＬＡＮ（計画）
	事業概要
	市民の健康増進と生涯スポーツの推進を図るため、こどもから高齢者まで楽しむことができる新たな施設として、グラウンド・ゴルフ場を整備します。

	ＤＯ（実行）
	令和７年度取組実績

	
	令和６年度の井戸掘削調査を経て手押しポンプ井戸の調整、パーゴラも同時期に設置を完了しました。

	ＣＨＥＣＫ（評価）
	事業指標①
	Ｒ６
	Ｒ７
	Ｒ８

	
	グラウンド・ゴルフ場整備の進捗状況
	目標
	進入路整備・井戸設置
	井戸調整・パーゴラ設置
	―

	
	
	実績
	２
	事業完了
	

	
	
	達成率(%)
	90
	100
	

	
	
	達成状況
	Ａ
	Ａ
	

	
	成果と課題

	
	井戸及びパーゴラの設置を完了しました。
今後は施設の維持管理を適切に行っていくことが課題です。

	
	委員からの意見

	
	

	ＡＣＴ（改善）
	今後の取組

	
	





	事業名
	８-⑨　スポーツの聖地計画策定事業費
	所管課
	スポーツ魅力創造課

	ＰＬＡＮ（計画）
	事業概要
	トップアスリートのプレーが観戦できる「みるスポーツ施設」、全ての市民が快適にプレーでき、各種目の活動拠点となるような「するスポーツ施設」、それぞれの施設の整備等について、今後の方向性を位置付けていくことで、スポーツの聖地づくりを推進します。

	ＤＯ（実行）
	令和７年度取組実績

	
	令和６年度に策定したスポーツの聖地づくり基本構想の理念や方向性を踏まえ、本市のスポーツ活動の基盤となるスポーツ施設の整備方針を明確に示す、スポーツの聖地づくり基本計画を策定しました。

	ＣＨＥＣＫ（評価）
	事業指標①
	Ｒ６
	Ｒ７
	Ｒ８

	
	計画策定の進捗状況
	目標
	基本構想・基本計画策定支援業務委託
	基本構想・基本計画策定
	―

	
	
	実績
	基本構想策定
	基本計画策定
	

	
	
	達成率(%)
	100
	100
	

	
	
	達成状況
	Ａ
	Ａ
	

	
	成果と課題

	
	令和７年度は、スポーツの聖地づくり基本計画を策定し、今後のスポーツ施設の整備方針を明確に示しました。
今後は、同計画に位置付ける各施策の着実な推進を図るため、継続的な進行管理を行うとともに、実施結果の状況に応じて取組の見直しを行うなど、計画の実効性を確保する必要があります。

	
	委員からの意見

	
	

	ＡＣＴ（改善）
	今後の取組

	
	





	事業名
	８-⑩　スポーツ合宿誘致事業補助金
	所管課
	スポーツ魅力創造課

	ＰＬＡＮ（計画）
	事業概要
	本市のスポーツ施設や宿泊施設を利用するスポーツ合宿等を行う団体・個人に対して、宿泊費の一部を補助する補助金を交付します。

	ＤＯ（実行）
	令和７年度取組実績

	
	補助金交付件数　167件
【内訳】
団体　166件
個人　１件
【利用内容】
大会参加、練習試合、合宿
【合宿等スポーツ内容】
　モルック、野球、ソフトボール、サッカー、ソフトバレーボール、マラソン等

	ＣＨＥＣＫ（評価）
	事業指標①
	Ｒ６
	Ｒ７
	Ｒ８

	
	補助金交付人数（人）
	目標
	750
	2,500
	1,500

	
	
	実績
	1,020
	2,560
	

	
	
	達成率(%)
	136
	102
	

	
	
	達成状況
	Ａ
	Ａ
	

	
	成果と課題

	
	今年度は本市でモルックの全国大会を開催したことで、交付人数が昨年度の約2.5倍となりました。
今後についても、魅力的な自主事業を開催することに加え、本市で合宿等を行うことで補助金がでることや、本市の観光資源のＰＲなど、利点をいかした周知を図ります。

	
	委員からの意見

	
	

	ＡＣＴ（改善）
	今後の取組
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